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メコノプシス・ゾンディンエンシス
中国雲南省徳欽県　標高 3280m

　

私
が
初
め
て
雲
南
の
地
に
立
っ
た
の
は
、
四
川
省

で
の
青
い
ケ
シ
探
索
の
翌
年
、
２
０
１
４
年
４
月
で

あ
る
。
こ
の
時
は
カ
ワ
カ
ブ
会
※
の
主
催
す
る
ツ

ア
ー
に
参
加
し
た
。
昆
明
で
一
泊
し
、
早
朝
飛
行
機

で
北
に
向
か
う
。
雪
を
被
っ
た
岩
山
を
間
近
に
見
な

が
ら
、
着
陸
。
飛
行
場
は
香
格
里
拉
（
シ
ャ
ン
グ
リ

ラ
）
空
港
で
あ
っ
た
。
こ
の
地
は
以
前
、
中
甸
（
ゾ

ン
デ
ィ
ン
）
と
呼
ば
れ
て
い
た
が
、
観
光
振
興
の
た

め
Ｊ
・
ヒ
ル
ト
ン
の
小
説
『
失
わ
れ
た
地
平
線
』
に

出
て
く
る
理
想
郷
の
名
に
変
更
し
た
と
い
う
。

　

訪
ね
た
４
月
は
青
い
ケ
シ
の
季
節
で
は
な
か
っ
た

が
、
常
春
の
国
の
名
に
た
が
わ
ず
、
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
や

ア
ヤ
メ
、
ボ
タ
ン
の
原
種
な
ど
春
の
花
を
楽
し
む
こ

と
が
で
き
た
。
翌
２
０
１
５
年
６
月
、
香
格
里
拉
を

再
訪
。
石
卡
（
シ
ー
カ
ー
）
雪
山
や
小
中
甸
で
青
い

ケ
シ
を
探
す
。
こ
の
青
い
ケ
シ
は
納
怕
（
ナ
パ
）
海

と
い
う
沼
沢
地
の
近
く
で
咲
い
て
い
た
。
一
茎
に
多

く
の
花
を
つ
け
る
こ
と
か
ら
、
ブ
ー
タ
ン
編
で
紹
介

し
た
Ｍ
・
プ
ラ
イ
ニ
ア
ナ
に
近
い
種
と
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
種
名
は
こ
の
土
地
の
旧
名
か
ら
取
ら
れ
た
。

※
１
９
９
１
年
に
起
き
た
京
大
学
士
山
岳
会
の
梅
里
雪
山
遭

難
事
故
（
１７
名
の
日
中
隊
員
が
死
亡
）
の
後
、
氷
河
か
ら

現
れ
た
遺
体
・
遺
品
の
収
集
活
動
を
続
け
る
小
林
尚
礼
氏

が
主
催
す
る
団
体
。
同
氏
は
京
大
山
岳
部
Ｏ
Ｂ
。
カ
ワ
カ

ブ
は
梅
里
雪
山
の
現
地
読
み
。

写
真
・
文　

松
永
秀
和

─雲南省編①─
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横
田
進　
札
幌
中
央
勤
労
者
山
岳
会
／
道
央

　

全
国
で
第
４
位
、
北
海
道
で
は
石

狩
川
に
次
ぐ
長
さ
２
５
６
㎞
の
天
塩

川
は
、
は
る
か
に
北
海
道
の
北
半
分

を
縦
断
し
て
日
本
海
に
注
い
で
い
る
。

そ
の
源
は
、
大
雪
山
系
の
北
、
北
見

山
地
の
主
、
天
塩
岳
１
５
５
７
・
７
ｍ

で
あ
る
。
夏
の
登
山
道
は
北
西
側
に

付
い
て
お
り
、
基
点
に
天
塩
ヒ
ュ
ッ

テ
、
山
頂
下
の
避
難
小
屋
も
あ
る
ル
ー

ト
。
雪
の
季
節
に
は
東
側
か
ら
ス
キ
ー

を
使
っ
て
の
縦
走
、
谷
筋
の
パ
ウ
ダ
ー

を
楽
し
む
山
と
な
る
。

　

今
回
計
画
は
、
東
の
浮
島
側
か
ら

渚
滑
川
支
流
五
十
九
線
沢
、
二
の
沢

源
頭
の
台
地
を
た
ど
り
、
一
の
沢
に

滑
り
込
ん
で
戻
る
反
時
計
回
り
馬
蹄

形
の
一
周
ル
ー
ト
で
あ
る
。
２
０
１
９

年
の
３
月
、
８
人
パ
ー
テ
ィ
に
よ
り

１
泊
２
日
で
ス
キ
ー
ツ
ア
ー
を
楽
し

ん
だ
。

　

３
月
１６
日
、
札
幌
か
ら
車
で
３
時

間
と
少
し
で
国
道
２
７
３
号
線
浮
島

ト
ン
ネ
ル
の
北
側
出
口
に
到
着
。
駐

車
帯
か
ら
高
差
３
０
０
ｍ
程
の
斜
面

を
シ
ー
ル
を
付
け
て
登
る
と
、
五
十
九

線
沢
が
北
側
に
食
い
込
む
、
浮
島
湿

原
の
あ
る
台
地
８
８
７
ｍ
に
出
る
。

こ
こ
か
ら
台
地
上
の
尾
根
と
谷
を
つ

前天塩岳へ向かう

浮島トンネル出口の登り口

幕営地
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な
い
で
い
く
。

　

ま
ず
は
尾
根
を
西
へ
辿
る
。
ラ
ッ

セ
ル
も
ほ
と
ん
ど
な
い
が
、
笠
山
が

ど
っ
し
り
見
え
て
先
が
長
い
な
と
思

う
。
３
月
の
北
の
山
は
冬
の
最
中
で

は
あ
る
が
、
雪
も
落
ち
着
い
て
日
が

長
く
な
り
余
裕
が
出
て
楽
し
め
る
。

　

ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
を
繰
り
返
し
な
が

ら
進
ん
で
い
く
と
、
二
の
沢
左
又
の

源
頭
で
１０
人
ほ
ど
の
欧
米
人
の
団
体

に
出
会
っ
た
。
今
は
Ｃ
O
Ｖ
Ｉ
Ｄ
１９

の
た
め
外
国
人
の
姿
は
無
い
が
、
道

内
の
マ
イ
ナ
ー
な
山
域
で
も
ネ
ッ
ト

情
報
に
よ
っ
て
入
山
す
る
エ
ト
ラ
ン

ゼ
を
見
る
こ
と
が
多
く
な
っ
た
。
こ

の
道
北
の
山
も
パ
ウ
ダ
ー
で
人
気
ら

し
い
。
こ
こ
か
ら
尾
根
は
北
に
転
じ
、

時
々
雪
が
降
る
中
、
疎
林
の
中
の
な

だ
ら
か
な
コ
ル
１
１
５
０
ｍ
に
テ
ン

ト
を
張
る
。
北
海
道
の
冬
山
、
テ
ン

ト
の
中
で
ガ
ソ
リ
ン
ス
ト
ー
ブ
の
唸

り
を
聞
く
の
が
心
地
良
い
。
山
中
泊

し
て
い
る
と
、
全
て
が
凍
る
１
月
、

２
月
か
ら
春
に
季
節
が
進
ん
だ
こ
と

を
実
感
す
る
。

　

３
月
１７
日
、
４
時
起
き
し
て
山
頂
を

目
指
す
。
気
温
マ
イ
ナ
ス
７
度
。
天

塩
岳
か
ら
南
に
延
び
る
尾
根
を
北
上

し
、
一
の
沢
の
源
頭
、
１
４
７
０
ｍ

に
ス
キ
ー
と
泊
ま
り
用
具
な
ど
を
デ

ポ
す
る
。
西
側
に
避
難
小
屋
を
望
み
、

ひ
と
登
り
で
ど
っ
し
り
し
た
山
容
の

天
塩
岳
山
頂
に
着
く
。
天
気
は
良
く
、

風
が
強
い
。
道
北
の
山
と
大
雪
山
系

を
ぐ
る
り
と
見
渡
し
て
３
月
の
山
中

に
あ
る
幸
せ
を
味
わ
う
。

　

一
服
し
て
、
元
気
な
メ
ン
バ
ー
は
、

北
方
に
重
量
感
を
持
っ
て
そ
び
え
る

前
天
塩
岳
ま
で
往
復
の
足
を
延
ば
す
。

コ
ル
ま
で
２
０
０
ｍ
下
っ
て
２
０
０

ｍ
登
り
返
す
結
構
な
ア
ル
バ
イ
ト
に

な
っ
た
が
、
山
頂
か
ら
の
展
望
は
、

登
っ
た
甲
斐
が
あ
る
と
思
わ
せ
る
も

の
だ
。

　

再
び
天
塩
岳
を
超
え
て
デ
ポ
に
戻

る
と
次
第
に
風
が
強
く
な
り
、
急
い
で

ス
キ
ー
を
履
い
て
下
る
準
備
を
す
る
。

一
の
沢
源
頭
部
の
崖
に
沿
っ
て
回
り
、

１
４
７
０
ｍ
か
ら
東
に
延
び
る
一
の

沢
右
岸
尾
根
を
下
る
。
対
岸
の
天
塩

岳
南
東
面
に
見
事
な
シ
ュ
プ
ー
ル
が

見
え
る
。
小
さ
な
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
を

過
ご
し
な
が
ら
、
１
２
０
０
ｍ
の
ポ

コ
を
降
り
た
と
こ
ろ
で
シ
ー
ル
を
外

し
て
、
す
て
き
な
ス
キ
ー
滑
降
と
な

る
。
新
人
の
Ｎ
君
は
慣
れ
な
い
下
り

キ
ッ
ク
タ
ー
ン
で
苦
労
し
て
い
る
が
、

３
月
で
も
楽
し
い
雪
で
あ
る
。
急
な

尾
根
末
端
を
一
の
沢
に
滑
り
込
み
、

沢
沿
い
に
出
発
点
の
国
道
に
戻
っ
た
。

少
し
歩
い
て
車
を
回
収
し
、
充
実
し

た
２
日
間
を
振
り

返
り
な
が
ら
札
幌

に
戻
る
。

　

道
北
の
奥
深
い

山
、
次
の
機
会
に

は
パ
ウ
ダ
ー
狙
い

の
季
節
に
楽
し
ん

で
み
た
い
。

2019 年 3 月 16 日〜 17 日
9：10 登り口～ 15：20 1150m
幕営地～ 6：15 幕営地発～ 8：
30 天塩岳～ 10：05 前天塩岳～
11：50 デポ地～ 16：20 国道

一の沢右岸尾根を望む

道北の山並。天塩岳山頂からの眺望

地理院地図（電子国土 Web）に加筆して作成

※天塩岳からの滑降時間は、パーティのスキー技術がそろっていれば 1、2 時間程度短縮できる。
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毛
利
正　
町
田
グ
ラ
ウ
ス
山
の
会
／
東
京

　

栂
池
か
ら
唐
松
沢
・
横
前

倉
山
滑
降
の
ル
ー
ト
は
３
０

０
ｍ
の
登
り
が
２
回
で
、
唐

松
沢
５
０
０
ｍ
、
横
前
倉
山

東
斜
面
１
０
０
０
ｍ
の
２
本

を
滑
降
で
き
、
い
ず
れ
も
豪

快
で
長
い
滑
降
を
楽
し
め
る

お
勧
め
ル
ー
ト
で
あ
る
。
た

だ
し
、
こ
の
ル
ー
ト
は
全
行

程
１５
㎞
を
日
帰
り
で
滑
る
こ

と
か
ら
、
天
気
が
良
く
視
界

が
確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
、

足
が
揃
っ
た
パ
ー
テ
ィ
ー
で

あ
る
こ
と
が
実
施
の
条
件
だ
。

　

早
朝
、
車
２
台
で
来
馬
温

泉
を
経
由
し
て
、
北
小
谷
か

ら
横
前
倉
山
東
斜
面
に
着
け

ら
れ
た
林
道
を
た
ど
り
、
除

雪
終
点
の
標
高
５
７
０
ｍ
地

点
に
車
を
デ
ポ
し
た
。
栂
池

に
着
い
た
こ
ろ
に
は
ロ
ー
プ

ウ
ェ
ー
乗
り
場
は
長
蛇
の
列
だ
っ
た
。

晴
れ
は
今
日
だ
け
だ
か
ら
大
行
列
は

無
理
も
な
い
。
何
人
か
知
っ
た
顔
も

見
え
、
皆
同
じ
こ
と
を
考
え
集
結
し

た
よ
う
だ
。

　

こ
の
ル
ー
ト
の
起
点
と
な
る
ロ
ー

プ
ウ
ェ
ー
自
然
園
駅
は
、
多
く
の
ス

キ
ー
ヤ
ー
や
登
山
者
で
混
み
あ
っ
て

お
り
、
天
狗
原
へ
向
か
う
ル
ー
ト
も

一
筋
の
列
と
な
っ
て
人
が
続
い
て
い

る
。

　

天
狗
原
手
前
で
行
列
か
ら
右
に
離

れ
る
と
、
途
端
に
人
が
疎
ら
に
な
る
。

今
年
は
積
雪
量
に
恵
ま
れ
な
い
こ
と

か
ら
沢
は
割
れ
て
い
る
可
能
性
が

あ
っ
た
た
め
、
天
狗
原
か
ら
風
吹
大

池
ま
で
を
、
唐
松
沢
を
滑
る
か
、
フ

ス
ブ
リ
山
経
由
で
尾
根
を
滑
る
か
決

め
て
い
な
か
っ
た
。
唐
松
沢
源
頭
で

話
し
合
っ
た
結
果
、
唐
松
沢
を
行
く

こ
と
に
し
た
。
雪
が
割
れ
て
沢
が
出

て
い
な
け
れ
ば
唐
松
沢
を
滑
る
方
が

面
白
い
し
、
よ
り
た
く
さ
ん
滑
る
こ

と
が
で
き
る
。

　

こ
れ
が
正
解
で
、
天
狗
原
か
ら
標
高

差
５
０
０
ｍ
の
快
適
な
滑
り
が
待
っ

て
い
た
。
唐
松
沢
は
雪
割
れ
や
吹
き

横前倉山から大斜面にドロップイン

風吹大池への登り。バックは小蓮華岳 唐松沢での快適な滑降
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溜
ま
り
の
具
合
で
、
谷
の
急
な
側
面

の
通
過
が
２
箇
所
あ
っ
た
が
、
ス
キ
ー

を
履
い
た
ま
ま
で
困
難
と
い
う
ほ
ど

の
こ
と
は
な
く
、
５０
分
ほ
ど
で
唐
松

沢
標
高
１
６
０
０
ｍ
地
点
に
到
着
。

　

こ
こ
か
ら
シ
ー
ル
を
つ
け
て
北
に

向
か
い
、
風
吹
大
池
へ
向
け
て
登
る
。

ト
レ
ー
ス
や
視
界
が
な
い
と
ル
ー
ト

採
り
が
難
し
い
と
思
わ
れ
る
が
、
風

は
や
や
あ
る
が
快
晴
で
、
ス
キ
ー
ツ

ア
ー
に
は
絶
好
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン

で
問
題
な
い
。
大
き
な
斜
面
を
ト
ラ

バ
ー
ス
し
な
が
ら
登
っ
て
い
く
と
小

蓮
華
岳
が
徐
々
に
見
え
て
き
て
、
実

に
爽
快
だ
っ
た
。

　

風
吹
山
荘
を
右
に
見
て
小
尾
根
を

風
吹
大
池
に
向
け
て
滑
り
、
横
前
倉

山
へ
の
登
り
に
か
か
る
。
こ
の
辺
り

は
地
形
が
複
雑
で
、
小
敷
池
を
左
か

ら
巻
く
よ
う
に
し
て
高
度
を
上
げ
る

ル
ー
ト
を
採
っ
た
が
、
藪
の
混
じ
る

急
斜
面
で
少
し
い
や
ら
し
か
っ
た
。

　

横
前
倉
山
の
ピ
ー
ク
を
越
え
て
頂

上
か
ら
東
に
僅
か
に
進
む
と
、
こ
の

ル
ー
ト
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
、
横
前

倉
山
北
東
斜
面
の
滑
り
出
し
に
出
る
。

こ
こ
か
ら
見
る
横
前
倉
山
北
東
斜
面

は
ス
ケ
ー
ル
も
大
き
く
高
度
感
が
あ

り
、
標
高
１
２
０
０
ｍ
付
近
の
「
刃
渡

り
」
ま
で
は
高
度
差
７
０
０
ｍ
の
豪

快
な
滑
り
、「
刃
渡
り
」
か
ら
下
も
含

め
る
と
１
０
０
０
ｍ
の
滑
り
が
待
っ

て
い
た
。

　

狭
い
急
斜
面
の
横
前
倉
山
直
下
を

Ｈ
君
は
小
回
り
タ
ー
ン
で
難
な
く

滑
っ
て
い
く
が
、
そ
の
テ
ク
ニ
ッ
ク

も
度
胸
も
な
い
私
は
大
回
り
タ
ー
ン

と
横
滑
り
で
高
度
を
落
と
し
て
い
っ

た
。
斜
度
が
緩
く
な
っ
て
か
ら
は
快

適
そ
の
も
の
の
滑
り
で
、
風
吹
山
荘

か
ら
の
一
般
登
山
道
に
合
流
す
る
よ

う
に
ル
ー
ト
を
と
り
「
刃
渡
り
」
の

や
せ
尾
根
に
到
達
し
た
。
こ
こ
は
、

そ
の
手
前
か
ら
右
斜
面
を
迂
回
す
る

こ
と
も
で
き
る
が
、
こ
こ
を
慎
重
に

通
過
す
る
と
、
あ
と
は
樹
林
帯
を
縫

う
よ
う
に
滑
る
と
林
道
に
出
る
。
尾

根
末
端
手
前
で
南
俣
沢
に
向
け
て
林

道
は
右
に
カ
ー
ブ
を
切
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
注
意
深
く
た
ど
る
と
、
林
道

は
登
り
と
な
っ
た
。
ス
キ
ー
を
外
し

て
少
し
登
り
、
後
は
林
道
を
ま
た
滑
っ

て
車
デ
ポ
地
点
に
着
い
た
。

　

今
朝
、
車
を
デ
ポ
し
た
ば
か
り
な

の
に
、
も
う
辺
り
の
雪
は
解
け
て
い

て
、
随
分
前
の
こ
と
の
よ
う
に
感
じ

ら
れ
た
。
長
い
行
程
の
充
実
し
た
１

日
だ
っ
た
。

2019 年 4 月 6 日（土）快晴
9：20 ロ ー プ ウ ェ ー 自 然 園 駅
～ 10：30 天 狗 原 ～ 11：40 唐
松沢標高 1600m 地点～ 13：00
風吹大池～ 13：40 横前倉山～
14：30 刃渡り～ 15：10 南俣沢
橋～ 16：40 車デポ地点

横前倉山直下の滑降

刃渡りのシュプール

地理院地図（電子国土 Web）に加筆して作成
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紹
介
す
る
。
さ
ら
に
、
一
方
で
多
く

の
ク
マ
は
森
の
中
で
人
間
と
関
わ
る

こ
と
は
な
く
、
ひ
っ
そ
り
と
暮
ら
し

て
い
る
。
そ
こ
で
、
多
く
の
人
々
が

思
い
描
く
ク
マ
の
姿
と
は
ま
た
違
っ

た
一
面
に
つ
い
て
も
紹
介
す
る
。

　
な
ぜ
、
秋
に
な
る
と

　
ク
マ
は
人
里
に
現
れ
る
？

　

ク
マ
は
植
物
食
に
偏
っ
た
雑
食
で
、

食
べ
物
の
９０
％
近
く
は
植
物
で
あ
る
。

秋
の
ク
マ
の
主
食
は
ブ
ナ
科
の
果
実
、

い
わ
ゆ
る
ド
ン
グ
リ
で
あ
る
。
ク
マ

に
と
っ
て
秋
は
と
て
も
大
事
な
季
節

で
あ
る
。
そ
れ
は
、
ク
マ
は
冬
を
冬

眠
と
い
っ
て
、
飲
ま
ず
食
わ
ず
の
状

態
で
寝
て
過
ご
す
た
め
に
、
そ
の
準

備
を
進
め
な
く
て
は
い
け
な
い
か
ら

で
あ
る
。
冬
眠
中
は
寝
て
過
ご
し
て

い
る
わ
け
だ
が
、
少
し
ず
つ
は
代
謝

が
進
行
す
る
た
め
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

消
費
が
進
む
。
そ
の
た
め
、
冬
眠
中

に
必
要
と
な
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
秋
の

間
に
蓄
え
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

　

一
方
、
ド
ン
グ
リ
に
は
豊
作
年
と

不
作
年
を
繰
り
返
す
と
と
も
に
、
木
々

東京農工大学大学院・教授
日本クマネットワーク　副代表

　

２
０
２
０
年
秋
、
北
陸
地
方
な
ど

を
中
心
に
人
里
に
現
れ
た
ツ
キ
ノ
ワ

グ
マ
（
以
下
、
ク
マ
）
の
ニ
ュ
ー
ス

が
相
次
い
だ
。
１
月
上
旬
時
点
の
環
境

省
の
集
計
で
は
、
２
０
２
０
年
度
の

ク
マ
と
の
接
触
に
よ
る
人
身
事
故
は

１
３
８
件
（
被
害
人
数
は
１
５
３
名
、

う
ち
死
亡
は
２
名
）、
そ
し
て
捕
獲
数

は
５
６
２
２
頭
と
、
近
年
で
は
最
も

多
い
値
で
あ
る
。
多
く
の
メ
デ
ィ
ア

で
は
、「
な
ぜ
、
今
年

は
多
く
の
ク
マ
が
人

里
に
現
れ
た
の
か
？
」

に
焦
点
が
当
て
ら
れ

て
い
た
が
、
２０
年
近

く
ク
マ
と
付
き
合
っ

て
き
た
筆
者
か
ら
す

る
と
、
た
し
か
に
２０

年
前
で
は
考
え
ら
れ

な
か
っ
た
状
況
で
は

あ
る
が
、
こ
こ
５
年

近
く
は
毎
年
の
よ
う

に
こ
の
よ
う
な
状
況

が
、
日
本
の
各
地
で

発
生
し
て
い
る
（
図

１
、２
）。
な
ぜ
、
こ

の
よ
う
な
状
況
が
相

次
ぐ
の
か
に
つ
い
て
、

は
っ
き
り
し
た
こ
と

は
明
ら
か
で
は
な
い

が
、
こ
こ
で
は
考
え

ら
れ
る
背
景
な
ど
を

図 1．ツキノワグマの捕獲数の変化。色が濃いほうが狩猟による捕獲数、
薄いほうは狩猟以外による捕獲数を示す

（狩猟は 2016 年までのみ集計、環境省資料より作成）

小池伸介
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同
士
で
ド
ン
グ
リ
の
実
り
の
程
度
が

同
調
す
る
、
い
わ
ゆ
る
結
実
豊
凶
と

い
う
特
徴
を
も
つ
。
そ
の
た
め
、
ド

ン
グ
リ
の
不
作
年
に
は
森
に
は
ド
ン

グ
リ
を
実
ら
す
木
は
ほ
と
ん
ど
存
在

せ
ず
、
一
方
豊
作
年
に
は
森
の
多
く

の
木
に
ド
ン
グ
リ
が
た
わ
わ
と
実
る
。

そ
の
た
め
、
ド
ン
グ
リ
の
不
作
年
に

な
る
と
、
ク
マ
は
十
分
に
ド
ン
グ
リ

を
確
保
す
る
こ
と
が
難
し
い
た
め
、

い
つ
も
生
活
し
て
い
る
場
所
か
ら
遠

く
離
れ
た
場
所
に
ま
で
、
食
べ
物
を

求
め
て
移
動
す
る
こ
と
が
あ
る
。
こ

こ
ま
で
聞
く
と
、「
山
に
食
べ
物
が
な

い
可
哀
そ
う
な
ク
マ
が
、
食
べ
物
を

求
め
て
人
里
に
…
」
と
い
う
、
よ
く

目
に
す
る
、
わ
か
り
や
す
い
論
理
が

成
り
立
つ
。
確
か
に
、
ド
ン
グ
リ
の

不
作
で
ク
マ
の
行
動
が
変
わ
る
の
は

間
違
い
な
い
が
、
ド
ン
グ
リ
の
不
作

だ
け
が
ク
マ
を
人
里
へ
出
没
さ
せ
る

原
因
に
な
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

　

ク
マ
は
基
本
的
に
は
と
て
も
臆
病

な
動
物
で
あ
り
、
で
き
る
限
り
人
間

を
避
け
て
行
動
し
よ
う
と
す
る
。
山

の
中
で
は
、
ク
マ
は
人
間
よ
り
も
は

る
か
に
発
達
し
た
嗅
覚
と
聴
覚
を
駆

使
し
て
、
人
間
が
ク
マ
の
存
在
に
気

付
く
前
に
、
自
ら
そ
の
場
を
立
ち
去

る
こ
と
で
、
人
間
と
の
遭
遇
を
未
然

に
避
け
て
い
る
。
そ
う
い
っ
た
習
性

を
考
え
る
と
、
い
く
ら
ド
ン
グ
リ
の

不
作
年
で
あ
っ
て
も
、
よ
ほ
ど
の
事

情
が
な
い
限
り
、
わ
ざ
わ
ざ
人
間
が

生
活
す
る
場
所
に
現
れ
る
と
は
考
え

に
く
い
。
そ
れ
で
も
、
多
く
の
ク
マ

が
人
里
に
現
れ
る
の
に
は
、
会
い
た

く
な
い
人
間
を
超
え
る
魅
力
的
な
存

在
、
つ
ま
り
食
べ
物
が
あ
る
た
め
で

あ
る
。
そ
れ
は
、
収
穫
さ
れ
ず
に
木

に
実
っ
た
ま
ま
の
カ
キ
の
果
実
や
地

面
に
散
ら
ば
っ
た
ク
リ
の
果
実
、
生

ご
み
な
ど
で
、
ク
マ
は
そ
れ
ら
に
誘

引
さ
れ
る
こ
と
で
、
人
里
の
中
へ
入

り
込
ん
で
し
ま
う
。

（
本
号
１４
ペ
ー
ジ
に
つ
づ
く
）

（こいけ・しんすけ）1979 年
名古屋市生まれ。専門は生態
学。主な研究対象は、森林生
態系における植物―動物間の
生物間相互作用、ツキノワグ
マの生物学など。著書に『ク
マが樹に登ると』（東海大学
出版部）、『わたしのクマ研究』

（さ・え・ら書房）、『森と生
きる。ツキノワグマのすべて』

（文一総合出版）など。
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図 2．ツキノワグマによる人身事故による被害人数の変化
（2020 年は 1 月 7 日まで集計、環境省資料より作成）
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ま
だ
多
く
の
雪
が
残
っ
て
い
る
が
、

晴
天
の
日
数
が
増
え
、
海
に
近
い

十
二
湖
で
は
木
々
の
根
回
り
や
傾
斜

の
強
い
南
斜
面
で
は
地
面
が
顔
を
出

し
始
め
る
。
雪
解
け
水
が
絶
え
間
な

く
供
給
さ
れ
、
遊
歩
道
ギ
リ
ギ
リ
ま

で
水
が
迫
り
、
中
に
は
水
没
す
る
歩

道
も
あ
る
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
本
来

池
で
は
な
い
あ
ち
こ
ち
の
窪
地
に
水

　

先
月
号
で
は
暖
冬
少
雪
を
心
配
し

て
い
た
が
、
ど
う
や
ら
当
た
り
前
の

冬
か
、
そ
れ
以
上
の
冬
に
な
っ
て
い

る
よ
う
だ
。
た
っ
ぷ
り
降
り
積
も
っ

た
雪
が
、
本
来
の
美
し
い
春
を
連
れ

て
来
る
。
１０
年
以
上
も
忘
れ
て
い
た

あ
の
光
景
が
確
実
に
や
っ
て
来
る
。

　

頭
に
浮
か
ぶ
今
年
の
３
月
下
旬
は

こ
う
だ
。
も
ち
ろ
ん
山
奥
で
は
ま
だ

が
溜
ま
り
、
ゆ
ら
ゆ
ら
と
揺
れ
る
光

が
ブ
ナ
の
木
肌
を
浮
か
び
上
が
ら
せ

る
。
ク
ロ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
が
産
卵

を
始
め
る
の
も
こ
の
頃
だ
。
小
鳥
た

ち
の
歌
声
が
増
え
、
耳
か
ら
も
春
を

実
感
で
き
る
は
ず
。
た
だ
、
芽
吹
き

ま
で
は
ま
だ
半
月
は
か
か
る
だ
ろ
う

か
。
そ
れ
で
も
、
遮
ら
れ
る
こ
と
の

な
い
日
光
が
地
面
を
温
め
続
け
、
そ

の
期
待
に
応
え
る
か
の
よ
う
に
バ
イ

ケ
イ
ソ
ウ
や
ト
リ
カ
ブ
ト
が
芽
を
出

し
始
め
る
。
ど
ち
ら
も
毒
草
で
は
あ

る
が
、
残
雪
を
破
っ
て
伸
び
出
る
優

し
い
葉
色
に
愛
ら
し
さ
を
覚
え
る
。

さ
す
が
に
カ
タ
ク
リ
や
イ
チ
リ
ン
ソ

ウ
に
は
早
い
が
、
い
よ
い
よ
こ
の
春

最
初
の
花
が
咲
く
。
気
温
が
低
い
日

に
は
花
び
ら
を
開
く
こ
と
な
く
そ
っ

と
蕾つ

ぼ

ん
で
い
る
が
、
気
温
が
上
が
れ

ば
一
気
に
花
弁
を
広
げ
る
。フ
ク
ジ
ュ

ソ
ウ
だ
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
禍
で
緊
急

事
態
宣
言
が
発
令
さ
れ
て
い
る
都
府

県
も
あ
る
現
在
（
１
月
１４
日
）
で
は

あ
る
が
、
春
は
確
実
に
来
る
。
終
わ

ら
な
い
冬
も
、
明
け
な
い
夜
も
な
い

の
だ
か
ら
。

│第 43 回│

本
当
の
春
が
来
る
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松永秀和

横田進

毛利正

小池伸介

原田勇成

武井真理

宮内佐季子

守屋益男

大蔵喜福

       野尻英一

 村松孝一

栗原賢一郎

宮内佐季子  小泉成行  監修：村越真

朋友会

島田恭司

石井光造

　笹原芳樹

表紙写真：宮本宏明

「御嶽山と夕日」
三ツ頭の頂上では大展望が広がっていた。日が傾くにつれて
八ヶ岳の峰々が染まってゆく。振り返れば御嶽山に大きな夕
日が沈むところだった。この美しい御嶽山が、その後登山者
58 人が犠牲になる噴火を起こすとは予想だにしなかった。

01　連載　中国の青いケシ探訪記
02　天塩岳の山スキー
04　栂池から唐松沢・横前倉山滑降

06　クマに何が起きているのか？
        そして、クマはどのような動物なのか？

08　連載　白神便り
10　ふみあと

11　連載　子づれ山さんぽ
12　〝地図読み迷人″の宮内さん南極へいく！ 
18　連載　労山創立 60 周年に寄せて

20　連載　アドベンチャー・トラベル　

22　連載　山登りのための やさしい気象講座
24　会報紹介
        マンガ　フゥフゥ ハァハァ

26　JWAF CLICK

        「国見岩周辺環境整備記念　安全登山楽習会」を開催  

29　全国連盟の活動

30　専門委員会活動報告　

33　ひと　栗原英一さん
34　連載　地図読み迷人

36　連載　山の仲間を結ぶ会・クラブ紹介

38　地元会員特選ミニガイド　天狗岩～シラケ山（群馬）

39　筑井孝子のちょっと人物・物をうまく描こう ／ あらかると

40　連載　オススメ山道具 　プラティパス VS ペットボトル
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平和でこそ登山ができる
　

核
兵
器
を
違
法
と
す
る
核
兵
器

禁
止
条
約
が
１
月
２２
日
に
発
効
し

国
際
法
と
な
っ
た
。
平
和
で
こ
そ
登

山
が
で
き
る
と
い
う
旗
を
掲
げ
て
、

１
９
８
６
年
以
来
、
核
兵
器
禁
止
平

和
大
行
進
に
参
加
し
、
運
動
に
取
り

組
ん
で
き
た
労
山
に
と
っ
て
、
年
明

け
の
素
晴
ら
し
い
出
来
事
だ
。

　

労
山
は
１
９
６
０
年
に
「
勤
労
者

山
岳
会
」
と
し
て
創
立
さ
れ
た
当
初

か
ら
、
平
和
を
大
切
に
す
る
姿
勢
を

明
確
に
し
て
い
た
。
１
９
８
２
年
の

第
１５
回
全
国
総
会
で
は
「
平
和
な　

社
会
で
こ
そ
ス
ポ
ー
ツ
文
化
の
発

展
が
保
証
さ
れ
る
」
と
の
文
言
が
採

択
さ
れ
た
「
総
会
宣
言
」
に
取
り
入

れ
ら
れ
、
平
和
問
題
に
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
き
た
。
又
、
各
地
方
連
盟

で
も
毎
年
平
和
大
行
進
が
取
り
組

ま
れ
て
い
る
。

　

最
近
読
ん
だ
あ
る
地
方
連
盟
の

会
報
記
事
に
「
総
会
で
国
民
平
和
大

行
進
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
の
発
言

が
あ
り
ま
し
た
。『
初
め
て
の
参
加

者
か
ら
、
あ
ま
り
に
も
政
党
色
、
政

治
色
が
強
す
ぎ
る
、
違
和
感
を
抱
い

た
方
が
多
く
お
ら
れ
た
』
と
の
ご
意

見
で
し
た
。」
と
あ
り
、
県
連
会
長

が
、
今
ま
で
の
経
過
、
運
動
の
歴
史
、

な
ぜ
取
り
組
む
の
か
、
等
丁
寧
に
答

え
て
い
た
。

　

一
会
員
の
意
見
を
取
り
上
げ
、
説

明
す
る
だ
け
で
な
く
、
こ
の
意
見
を

全
て
の
会
員
と
共
に
学
ん
で
い
こ

う
と
す
る
教
育
の
場
の
一
面
を
も

担
わ
せ
て
い
る
も
の
だ
っ
た
。

　

私
は
全
国
労
山
も
会
員
の
素
朴

な
疑
問
・
質
問
を
丁
寧
に
扱
う
姿
勢

を
示
す
事
が
大
事
で
あ
る
こ
と
を

学
ん
だ
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
、
各
地
方
連

盟
、
会
、
ク
ラ
ブ
は
思
う
よ
う
な
登

山
活
動
が
で
き
ず
会
員
の
減
少
を

余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
。
平
和
と
登

山
、
南
ア
ル
プ
ス
の
自
然
保
護
に
取

り
組
み
集
め
た
署
名
が
ど
う
運
動

を
動
か
し
て
き
て
い
る
の
か
等
を

全
会
員
に
知
ら
せ
、
会
員
の
理
解
を

深
め
て
い
く
努
力
を
す
る
こ
と
が
、

労
山
運
動
を
大
き
く
し
、
仲
間
増
や

し
に
も
繋
げ
て
い
け
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

　

核
兵
器
禁
止
条
約
は
発
効
し
た

が
、
日
本
政
府
は
唯
一
の
戦
争
被
爆

国
で
あ
り
な
が
ら
、
こ
の
国
際
法
に

背
を
向
け
て
い
る
。
現
在
の
日
本
政

府
に
対
し
、
一
刻
も
早
く
批
准
・
同

意
署
名
す
る
こ
と
を
望
み
た
い
。
そ

し
て
、
労
山
の
仲
間
、
全
国
民
に
対

し
て
核
兵
器
禁
止
を
訴
え
る
平
和

大
行
進
の
取
り
組
み
を
強
化
し
て

い
く
こ
と
が
さ
ら
に
大
事
に
な
っ

て
い
る
。

（久保典子／日本勤労者山岳連盟　副理事長）
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カモシカスポーツ武井真理

七瀬 2015 年 6 月生まれ

峻  2018 年 7 月生まれ

vol.44

できるかな？
できるかな？

　　　行ってみよう！

　　　行ってみよう！

番外編

公共交通機関での帰省にも重宝。自宅から最寄り公共交通機関での帰省にも重宝。自宅から最寄り
駅まで徒歩→電車乗り換え 2 回→新幹線へ乗車…駅まで徒歩→電車乗り換え 2 回→新幹線へ乗車…
この間、階段移動が結構ありますが、ベビーキャこの間、階段移動が結構ありますが、ベビーキャ
リーならスイスイ。新幹線の駅のホームにて（峻リーならスイスイ。新幹線の駅のホームにて（峻
1 歳前半）1 歳前半）

新幹線の座席と座席新幹線の座席と座席
の間に置いたベビーの間に置いたベビー
キャリーによじ登っキャリーによじ登っ
ています（七瀬 1 歳ています（七瀬 1 歳
半頃）半頃）

坂道だらけのまち坂道だらけのまち
の特徴―坂道のみの特徴―坂道のみ
ならず、階段にもならず、階段にも
よく出遭う（しかよく出遭う（しか
も傾斜が急）も傾斜が急）

ベビーキャリーいろいろ

ベビーキャリーのある生活 ②
前回（2020 年 12 月号）に引き続き、小さなこど
もとの山さんぽに重宝なベビーキャリーに焦点を
あて、その活用法を紹介します。

街でも活躍
　私は、丘陵地帯をひらいて作られた住宅地の、
その高台の 1 番上に住んでいます。その土地柄、
普段道を歩いていて、坂道だらけなのはもちろ
ん、階段が出てくることもしばしば。ベビーカー
だと、階段を迂回した道を通らねばなりませんが

（強行で、ベビーカーを運んで階段を昇降する方
法もあるが危険）、ベビーキャリーだとそのまま
階段を昇降できます。
　また、公共交通機関での外出時、乗換えがある
時も、ベビーカーだとエレベーターを探さねばな

らず、これが意外と気疲れ。上
へ行きたいけど、下へ行く便を
見送ったり、エレベーターがせ
まい上にさらに混んでいると乗
れなくて見送ったり、乗ったら
乗ったで、ベビーカーは場所を
とるので周りの人に気をつかっ
たり…。ベビーキャリーだと、
階段でもエレベーターでもおか
まいなしで、前に進めるので便
利なときがあります。

両手があく！　荷物をひとまとめ
　小さなこどもと出かけると「こどもに気を取られ、出先で忘れ物」なんてこともしばしば。
そんな時は大抵、荷物が背中に、肩に、手に…と荷物を複数に分けて持っていた時…！
　こどもが小さいと、携行するお世話グッズも多いうえ、私ひとり＋こどもふたり体制の
時はなおさらです。
　ベビーキャリーは（モデルによりますが）、こどもを乗せるスペースの下部が、荷室になっ
ていることが多く、ここに荷物をひとまとめにできます。そしてこどもも背負えてしまう
ので、両手があきます。両手があくと、荷物の管理もラクになり、忘れ物も軽減される気
がします。上の子と手もつなげます。
　街中でもベビーキャリーを使い倒しているひとはめったに見かけないので、子づれであ
ることに加え、その道具としての珍しさに、いろんな人に声をかけてもらえる良さ、面白
さもあります。
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第61次南極地域観測隊に参加して ①

─ 出発まで ─
写真・文　宮内佐季子

　
出
発
ま
で
３
か
月
半
？

　
確
定
は
１６
日
前
!?

　

２
０
１
７
年
１１
月
～
翌
年
３
月
、
地
図

読
み
迷
人
（
本
号
３４
〜
３５
ペ
ー
ジ
）
を
監

修
し
て
い
る
村
越
さ
ん
が
第
５９
次
南
極
地

域
観
測
隊
に
同
行
し
た
。
行
く
前
か
ら
わ

く
わ
く
し
て
い
る
様
子
が
何
か
に
つ
け
て

伝
わ
っ
て
き
た
し
、
帰
っ
て
き
て
か
ら
も

南
極
の
話
を
す
る
様
子
が
興
奮
気
味
な
の

が
印
象
的
だ
っ
た
。

　

南
極
地
域
観
測
隊
は
国
家
事
業
と
し
て

地
球
環
境
の
観
測
や
研
究
を
し
て
い
る
。

６１
次
隊
は
約
９０
人
、
そ
の
中
で
南
極
観
測

船
し
ら
せ
で
一
緒
に
南
極
に
行
っ
た
の
が

約
７０
人
、
そ
の
う
ち
約
３０
人
が
越
冬
隊
な

の
で
帰
り
の
し
ら
せ
に
は
乗
ら
ず
、
翌
年

の
し
ら
せ
で
帰
っ
て
く
る
。
私
た
ち
６１
次

の
夏
隊
と
一
緒
に
帰
り
の
し
ら
せ
に
乗
っ

た
の
は
、
６０
次
の
越
冬
隊
だ
。

　

隊
員
の
仕
事
は
、
南
極
で
の
生
活
・
活

動
を
支
え
る
通
信
や
医
療
な
ど
の
設
営
、

気
象
な
ど
の
基
本
観
測
、
そ
れ
か
ら
研
究

観
測
の
３
つ
に
大
別
で
き
、
私
は
研
究
観

測
の
隊
員
と
し
て
参
加
し
た
。
山
岳
／
登

山
ガ
イ
ド
は
野
外
観
測
支
援
と
呼
ば
れ
る

設
営
隊
員
と
し
て
応
募
す
る
こ
と
が
多
い

よ
う
だ
。
私
た
ち
は
２
０
１
９
年
１１
月
２７

日
に
飛
行
機
で
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
へ
行

き
、
先
行
し
て
い
た
し
ら
せ
に
乗
艦
。
数

日
間
の
準
備
の
後
昭
和
基
地
へ
向
か
い
、

ひ
と
月
弱
で
昭
和
基
地
到
着
。
翌
年
２
月

上
旬
に
昭
和
基
地
を
出
て
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
に
向
か
い
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
か
ら
飛

行
機
で
３
月
２０
日
に
帰
国
し
た
。

　

第
５９
次
隊
の
村
越
さ
ん
帰
国
か
ら
数
か

月
後
、
６１
次
越
冬
隊
に
応
募
す
る
こ
と
、

研
究
内
容
か
ら
、
も
う
１
人
派
遣
し
た
い

こ
と
を
聞
か
さ
れ
、「
行
く
？
」
と
聞
か

れ
て
即
座
に
「
行
き
た
い
で
す
」
と
答
え

た
の
が
私
に
と
っ
て
の
始
ま
り
だ
っ
た
。

私
に
声
を
か
け
た
の
は
、
野
外
行
動
中
の

リ
ス
ク
管
理
能
力
を
買
っ
て
く
れ
て
い
た

か
ら
だ
そ
う
だ
。
６１
次
越
冬
隊
は
１
人
、

６２
次
夏
隊
で
１
人
行
け
る
こ
と
に
な
り
、

６１
次
越
冬
は
当
然
村
越
さ
ん
、
６２
次
夏
が

私
、
の
は
ず
だ
っ
た
。

　

そ
れ
が
怪
し
い
と
感
じ
始
め
た
の
は

２
０
１
９
年
春
、
村
越
さ
ん
か
ら
「
実
は

ま
だ
健
康
診
査
通
っ
て
な
い
」
と
聞
い
た

と
き
だ
。「
ま
ぁ
再
検
査
で
Ｏ
Ｋ
だ
っ
た

ら
行
け
る
か
ら
さ
。」
と
、
行
け
る
こ
と

を
疑
っ
て
い
な
か
っ
た
が
、
も
し
村
越
さ

ん
が
行
け
な
け
れ
ば
私
が
行
く
こ
と
に
な

る
し
、
し
か
も
出
発
は
半
年
後
に
迫
っ
て

い
る
。
と
い
う
こ
と
で
、
１１
月
末
か
ら
の

仕
事
を
受
け
る
の
を
や
め
た
。
同
時
に
、

６２
次
隊
で
の
仕
事
を
覚
え
る
た
め
の
訓
練

の
準
備
を
し
て
い
た
。

　

８
月
８
日
、
村
越
さ
ん
か
ら
電
話
が
あ

り
、
１１
月
２７
日
発
の
６１
次
夏
隊
で
南
極
に

行
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
。
そ
う
な
っ
た

か
ぁ
。「
じ
ゃ
ぁ
、
行
き
ま
す
。」
ん
？　

け
っ
こ
う
ぎ
り
ぎ
り
？

　

そ
こ
か
ら
、
ま
ず
は
健
康
診
断
に
全
力

を
尽
く
す
。
が
、
す
ぐ
に
世
間
は
お
盆
休

み
。
地
元
で
全
て
は
受
け
ら
れ
な
い
の
で

東
京
に
も
行
き
、
再
検
査
も
あ
り
、
審
査

に
も
何
週
間
も
か
か
り
、
そ
こ
か
ら
よ
う

や
く
公
用
パ
ス
ポ
ー
ト
の
申
請
を
し
て
、

よ
う
や
く
行
け
る
こ
と
が
分
か
っ
た
の
が

１１
月
１１
日
。
手
続
き
だ
け
で
疲
弊
し
た
。

　
訓
練
、
チ
ー
ム
に
馴
染
む
…
準
備
の
日
々

　

南
極
で
の
仕
事
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
も
し

た
。
南
極
で
の
私
の
仕
事
は
、
野
外
行
動

の
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
関
す
る
デ
ー

タ
を
収
集
す
る
こ
と
だ
。
往
復
の
船
の
中

で
は
、
多
く
の
隊
員
に
写
真
を
見
て
リ
ス

ク
を
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
る
か
話
し

泥を採る様子を見守る（？）ペンギン。右のボー
トはエンジンを積んだレスキュー艇。

“地図読み迷人”の宮内さん 

12



て
も
ら
う
。
南
極
で
は
、
野
外
で
活
動
す

る
チ
ー
ム
に
同
行
し
て
活
動
の
様
子
を
観

察
・
動
画
撮
影
し
、
そ
の
行
動
の
背
景
に

あ
る
リ
ス
ク
に
関
す
る
考
え
を
話
し
て
も

ら
う
。
こ
の
、
考
え
て
い
る
こ
と
を
話
し

て
も
ら
う
と
い
う
の
が
難
し
く
、
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
の
中
心
だ
っ
た
。
村
越
さ
ん
の
い

る
静
岡
大
学
で
練
習
し
た
り
、
実
践
練
習

と
し
て
西
伊
豆
コ
ー
ス
タ
ル
カ
ヤ
ッ
ク
ス

の
ガ
イ
ド
さ
ん
に
聞
き
取
り
を
し
た
り
、

実
際
に
６１
次
隊
の
人
た
ち
に
極
地
研
究
所

で
事
前
の
聞
き
取
り
調
査
を
し
た
り
。
実

践
練
習
に
シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
を
選
ん
だ
の

は
、
そ
の
ガ
イ
ド
さ
ん
が
信
頼
で
き
る
こ

と
は
も
ち
ろ
ん
、
自
分
が
普
段
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
し
て
い
な
い
分
野
で
の
活
動
で
聞
き

取
り
調
査
の
ネ
タ
を
拾
う
練
習
を
し
た

か
っ
た
か
ら
。
で
も
本
当
は
、
久
し
ぶ
り

に
西
伊
豆
で
シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
を
楽
し
み
た

か
っ
た
と
い
う
の
も
大
き
い
。
海
か
ら
し

か
近
づ
け
な
い
浜
に
行
っ
た
り
、
洞
窟
に

入
っ
た
り
も
で
き
る
、
と
て
も
き
れ
い
で

魅
力
的
な
海
だ
か
ら
。

　

ま
た
、
南
極
で
最
初
の
１０
日
ほ
ど
同
行

さ
せ
て
も
ら
う
チ
ー
ム
の
合
宿
に
も
参
加

し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
チ
ー
ム
に
同
行

す
る
第
一
の
目
的
は
デ
ー
タ
収
集
だ
。
一

方
で
、
観
測
隊
は
限
ら
れ
た
人
数
、
日
数

で
最
大
の
成
果
を
上
げ
る
た
め
、
お
互
い

の
仕
事
を
手
伝
う
。
と
い
う
こ
と
で
、
私

は
観
察
者
で
あ
る
の
と
同
時
に
、
チ
ー
ム

の
一
員
と
な
っ
て
観
測
を
す
る
こ
と
に
な

る
。
こ
の
チ
ー
ム
の
主
な
活
動
が
、
池
の

底
に
溜
ま
っ
て
い
る
泥
を
採
る
と
い
う
こ

と
で
、
ゴ
ム
ボ
ー
ト
を
３
艇
く
っ
つ
け
、

そ
の
上
に
板
を
敷
い
て
三
脚
を
立
て
て
、

採
泥
の
た
め
の
筒
を
継
ぎ
足
し
継
ぎ
足
し

の
ば
し
て
い
き
、
筒
を
池
の
底
の
泥
に
突

き
刺
し
て
そ
の
筒
に
泥
を
入
れ
る
。
そ
の

た
め
の
ボ
ー
ト
や
三
脚
の
組
み
立
て
、
ゴ

ム
ボ
ー
ト
の
こ
ぎ
方
、
落
水
し
た
場
合
の

対
応
、
レ
ス
キ
ュ
ー
や
牽
引
の
た
め
の
船

外
機
付
き
ボ
ー
ト
の
操
船
、
筒
を
泥
に
深

く
突
き
刺
し
て
い
く
際
に
筒
を
上
か
ら
た

た
く
た
め
の
削
岩
機
の
使
用
、
な
ど
を
繰

り
返
し
練
習
し
た
。
似
た
よ
う
な
ネ
ジ
が

何
種
類
も
あ
る
の
に
難
儀
し
た
り
、
不
安

定
な
水
上
で
長
い
筒
を
扱
う
の
が
難
し

か
っ
た
り
、
寒
い
環
境
を
想
定
し
て
濡
れ

な
い
よ
う
に
作
業
す
る
こ
と
が
難
し
か
っ

た
り
と
、
全
て
が
ス
ム
ー
ズ
だ
っ
た
わ
け

で
は
な
い
が
、
南
極
で
の
活
動
を
振
り
返

る
と
、こ
の
合
宿
の
成
果
は
大
き
か
っ
た
。

　

多
く
の
隊
員
は
２
月
と
６
月
の
合
宿
形

式
の
訓
練
を
し
て
い
る
し
、
７
月
１
日
か

ら
は
半
分
ほ
ど
が
極
地
研
究
所
勤
務
と
い

う
こ
と
も
あ
り
、
私
は
転
校
生
の
よ
う
な

感
じ
に
な
っ
た
の
で
、
隊
員
へ
の
事
前
の

聞
き
取
り
調
査
や
合
宿
へ
の
参
加
は
、
私

が
隊
に
馴
染
む
良
い
き
っ
か
け
に
も
な
っ

た
よ
う
に
思
う
。

　

南
極
に
行
っ
て
か
ら
の
仕
事
に
不
安
は

あ
っ
た
も
の
の
、
そ
れ
以
外
の
準
備
が
問

題
な
く
で
き
て
出
国
し
た
と
き
に
は
少
し

ほ
っ
と
し
た
。
行
き
の
船
の
中
で
も
聞
き

取
り
調
査
は
す
る
が
、
そ
の
内
容
に
は
あ

ま
り
不
安
は
な
か
っ
た
し
、
時
間
に
は
余

裕
が
あ
る
か
ら
だ
。
そ
し
て
、
１
か
月
に

お
よ
ぶ
船
生
活
を
楽
し
み
に
し
て
い
た
。

（
次
号
に
続
く
）

2019 年 11 月 6 日に開催された壮行会にて

一人は脚立に乗っている。この脚立の上から削岩機でガ
ンガン筒をたたくので細心の注意が必要だ。

南極で池の底の泥を採っている様子。長い筒の中に泥や
水が入っていてとても重い。

（みやうち・さきこ）20 代でアドベンチャーレースに参戦してナヴィゲー
ションの重要性を痛感し、オリエンテーリング競技を始める。2004 年
度全日本チャンピオン。現在は静岡県の朝霧高原を拠点にトレイル関連
イベントでの安全コンサルティングや読図講習会の講師をつとめる傍ら
シクロクロス（自転車競技の一種）大会に出場。2012・2013 年全日本
選手権連覇。本誌では連載「地図読み迷人」を小泉成行氏と交代で執筆
している。著書「山歩きの地図読みドリル」（ナツメ社）好評販売中。
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る
。
過
去
４０
年
間
で
、
ク
マ
の
分

布
は
低
標
高
の
地
域
に
拡
大
し
続

け
て
き
た
（
図
３
）。
お
そ
ら
く
、

あ
る
程
度
の
年
齢
以
上
の
方
々
に

と
っ
て
は
、
ク
マ
は
深
い
山
奥
で

暮
ら
す
動
物
と
し
て
認
識
さ
れ
て

い
る
と
思
う
が
、
す
で
に
現
在

　
社
会
の
変
化
が

　
ク
マ
を
人
に
近
づ
け
た
？

　

ド
ン
グ
リ
の
結
実
豊
凶
は
、
ド

ン
グ
リ
が
長
い
進
化
の
歴
史
の
中

で
身
に
着
け
て
き
た
繁
殖
戦
略
で

あ
り
、
遠
い
昔
か
ら
存
在
し
て
き

た
自
然
現
象
で
あ
る
。
し
か
し
、

２
０
０
０
年
以
降
に
な
っ
て
秋
に

ク
マ
が
大
量
に
人
里
に
現
れ
、
そ

し
て
駆
除
さ
れ
る
現
象
が
頻
発

し
、
近
年
は
常
態
化
し
て
き
た
。

こ
の
原
因
の
一
つ
に
、
ク
マ
と
人

間
と
の
距
離
の
接
近
が
考
え
ら
れ

図 3．クマ類の分布域の変化。北海道はヒグマ、本州、四国はツキノワグマ
を示す。色が薄いほうが 2004 年にクマ類が分布していた場所、濃い
ほうは 2004 年以降に 2014 年までに分布が拡大した場所を示す 

（日本クマネットワークの報告書より改変）

（本号 7 ページよりつづく）
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の
日
本
の
各
地
で
は
、
平
野
周
辺

の
森
に
は
ど
こ
で
も
ク
マ
が
分
布

し
、
人
々
が
知
ら
ぬ
間
に
ク
マ
は

我
々
の
身
近
な
動
物
に
な
っ
て
い

る
。

　

ク
マ
の
分
布
拡
大
に
は
、
日
本

人
の
生
活
ス
タ
イ
ル
や
社
会
構
造

の
変
化
が
関
係
し
て
い
る
。戦
後
、

自
然
資
源
へ
の
依
存
が
低
下
す
る

と
と
も
に
、
急
激
な
都
市
へ
の
一

極
集
中
、少
子
高
齢
化
の
進
行
で
、

奥
山
か
ら
は
徐
々
に
人
が
撤
退
し

て
き
た
。
さ
ら
に
、
２０
世
紀
後
半

に
は
奥
山
と
平
地
の
間
に
位
置
す

る
中
山
間
地
域
で
も
同
様
な
状
況

が
発
生
し
始
め
た
。
か
つ
て
、
人

間
活
動
が
盛
ん
で
あ
っ
た
中
山
間

地
域
で
は
、
奥
山
に
生
息
す
る
動

物
が
近
づ
い
て
き
た
と
し
て
も
、

獲
っ
た
り
奥
山
に
押
し
返
す
力
が

十
分
に
あ
り
、
奥
山
と
平
地
と
の

間
の
「
緩
衝
帯
」
と
し
て
機
能
し

て
き
た
。
し
か
し
、
高
齢
化
が
進

ん
だ
地
域
に
は
動
物
を
押
し
返
す

力
は
な
く
、
さ
ら
に
人
が
撤
退
し

た
地
域
の
耕
作
地
は
放
棄
さ
れ
、

森
へ
と
戻
り
、
そ
こ
が
動
物
た
ち

の
新
た
な
生
息
場
所
と
な
る
こ
と

で
、
動
物
た
ち
は
分
布
を
広
げ
て

き
た
。

　

さ
ら
に
、
ど
の
家
の
庭
先
に
も

あ
っ
た
カ
キ
な
ど
は
、
人
が
撤
退

し
た
後
も
果
実
を
実
ら
せ
続
け

る
。
森
の
中
で
、
小
さ
な
ド
ン
グ

リ
を
コ
ツ
コ
ツ
食
べ
て
き
た
ク
マ

に
と
っ
て
、
人
が
去
っ
た
集
落
に

放
置
さ
れ
、
た
わ
わ
に
実
っ
た
大

き
な
カ
キ
の
果
実
は
、
と
て
も
魅

力
的
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
は

じ
め
は
、
森
の
際
な
ど
の
カ
キ
の

果
実
を
、
人
目
を
避
け
る
よ
う
に

夜
に
こ
っ
そ
り
と
食
べ
て
い
た
の

だ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
恐

れ
て
い
た
人
間
は
存
在
し
な
か
っ

た
り
、
居
て
も
追
わ
れ
る
こ
と
も

な
く
、
簡
単
に
カ
キ
を
食
べ
る
こ

と
が
出
来
た
成
功
体
験
は
、
だ
ん

だ
ん
と
ク
マ
の
行
動
を
大
胆
に
さ

せ
、
夜
中
か
ら
昼
間
に
、
山
際
か

ら
人
里
の
中
へ
と
、
活
動
す
る
時

間
や
場
所
を
変
え
て
い
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。
そ
の
結
果
と
し
て
、

白
昼
に
森
か
ら
遠
く
離
れ
た
町
の

中
に
、
ク
マ
が
迷
い
込
ん
で
し
ま

野
生
の
サ
ク
ラ
や
キ
イ
チ
ゴ
な
ど

の
果
実
の
ほ
か
、
ア
リ
や
ハ
チ
を

食
べ
る
。
秋
は
様
々
な
果
実
、
特

に
ド
ン
グ
リ
を
食
べ
る
。
こ
う

い
っ
た
生
き
様
の
ク
マ
で
あ
る

が
、
サ
ル
や
シ
カ
な
ど
に
比
べ
る

と
、
分
か
っ
て
い
る
こ
と
は
極
め

て
少
な
い
。
そ
れ
は
、
ク
マ
は
直

接
観
察
す
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で

き
ず
、
生
態
調
査
が
難
し
い
た
め

で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
ク
マ
が
ど

の
よ
う
な
動
物
で
あ
る
か
に
つ
い

て
は
不
明
な
点
が
多
い
。

　
森
の
木
々
の
種
子
散
布
者

　

一
方
、
最
近
に
な
っ
て
ク
マ
が

森
の
中
で
果
た
す
役
割
な
ど
、
少

し
違
っ
た
視
点
で
ク
マ
に
迫
る
研

究
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き

た
。
ク
マ
は
液
果
と
い
わ
れ
る
果

実
（
硬
い
タ
ネ
の
周
り
に
柔
ら
か

い
果
肉
が
存
在
す
る
果
実
、
サ
ク

ラ
や
ヤ
マ
ブ
ド
ウ
な
ど
）
を
食
べ

た
場
合
に
は
、
ほ
と
ん
ど
の
タ
ネ

を
噛
み
砕
い
た
り
せ
ず
に
、
タ
ネ

は
原
形
を
保
っ
た
ま
ま
、
十
分

う
よ
う
な
状
況
に
つ
な
が
っ
た
可

能
性
は
十
分
に
考
え
ら
れ
る
。
つ

ま
り
、
ク
マ
の
人
里
へ
の
出
没
の

最
後
の
引
き
金
を
引
い
た
の
は
ド

ン
グ
リ
の
不
作
か
も
し
れ
な
い

が
、
そ
れ
以
前
か
ら
徐
々
に
ク
マ

の
行
動
や
ク
マ
の
人
に
対
す
る
認

識
は
変
わ
り
始
め
て
い
た
可
能
性

は
十
分
に
あ
る
。

　
森
の
中
で
の
ク
マ

　

こ
こ
で
、
改
め
て
ク
マ
と
は
ど

う
い
う
動
物
な
の
か
紹
介
し
た

い
。
ク
マ
は
３
月
か
ら
４
月
に
冬

眠
を
終
え
、
６
月
か
ら
７
月
に
は

繁
殖
期
を
迎
え
る
。
そ
の
後
、
９

月
か
ら
１０
月
は
食
欲
亢
進
期
と
も

呼
ば
れ
る
「
食
べ
た
い
」
と
い
う

欲
求
が
高
ま
る
時
期
を
迎
え
、
１１

月
か
ら
１２
月
に
か
け
て
冬
眠
を
開

始
す
る
。
そ
し
て
、
冬
眠
中
の
１

月
か
ら
２
月
に
か
け
て
メ
ス
は
出

産
す
る
。
ま
た
、
ク
マ
の
食
生
活

は
、
前
述
の
よ
う
に
植
物
を
中
心

と
し
た
メ
ニ
ュ
ー
で
、
春
は
芽
吹

い
た
ば
か
り
の
若
葉
や
花
、
夏
は
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に
発
芽
能
力
を
持
っ
た
状
態
で
糞

と
と
も
に
排
泄
す
る
（
写
真
１
）。

そ
の
た
め
、
森
の
木
々
の
種
子
散

布
者
と
し
て
機
能
す
る
。さ
ら
に
、

ク
マ
は
果
実
を
実
ら
せ
た
木
か
ら

数
十
㎞
を
超
え
る
範
囲
に
ま
で
タ

ネ
を
散
布
す
る
能
力
を
持
つ
。
こ

れ
は
鳥
や
サ
ル
と
い
っ
た
、
森
に

生
息
す
る
他
の
種
子
散
布
者
よ
り

も
圧
倒
的
に
長
い
距
離
で
あ
る
。

で
は
、
植
物
に
と
っ
て
長
距
離
の

種
子
散
布
の
メ
リ
ッ
ト
と
は
何
で

あ
ろ
う
か
？
メ
リ
ッ
ト
の
１
つ
目

は
森
の
中
で
の
樹
木
同
士
の
遺
伝

子
流
動
の
機
会
の
増
加
に
貢
献
す

る
と
と
も
に
、
２
つ
目
は
新
た
な

生
育
地
に
タ
ネ
が
散
布
さ
れ
る
こ

と
で
、
樹
木
の
分
布
拡
大
や
新
し

い
生
育
地
の
創
出
に
貢
献
し
て
い

る
点
で
あ
る
。
ま
た
３
つ
目
は
長

期
的
な
環
境
変
動
へ
の
対
応
が
あ

る
。
近
年
、
地
球
温
暖
化
が
進
行

す
る
こ
と
で
、
植
物
各
種
の
生
育

が
可
能
な
範
囲
が
北
上
あ
る
い
は

高
標
高
地
へ
移
動
す
る
可
能
性
が

指
摘
さ
れ
、
植
物
は
そ
の
よ
う
な

地
域
に
移
動
し
な
い
か
ぎ
り
、
種

の
存
続
が
難
し
く
な
る
。
例
え

ば
、
緯
度
方
向
で
は
約

１
０
０
㎞
北
上
す
る
こ

と
で
約
１
℃
の
気
温
の

上
昇
に
対
し
て
、
垂
直

方
向
で
は
約
１
０
０
ｍ

上
昇
を
す
る
こ
と
で
約

０
・
６５
℃
の
気
温
の
上

昇
に
対
応
で
き
る
。
つ

ま
り
、
緯
度
方
向
お
よ

び
垂
直
方
向
で
あ
っ
て

も
、
長
距
離
あ
る
い
は

大
き
な
標
高
階
間
で
の

種
子
散
布
を
行
う
種
子

散
布
者
が
存
在
す
る
こ
と
で
、
長

期
的
な
温
暖
化
か
ら
植
物
の
避
難

が
可
能
と
な
る
。
実
際
に
ク
マ

は
、
他
の
種
子
散
布
者
に
比
べ
て

大
き
な
標
高
階
間
で
の
種
子
散
布

を
行
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
長
期

的
な
地
球
温
暖
化
に
植
物
種
が
対

応
し
て
い
く
上
で
、
ク
マ
の
存
在

の
必
要
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　
ク
マ
は
森
の
掃
除
屋

　

ま
た
、
ク
マ
は
森
の
掃
除
屋
と

し
て
の
顔
も
持
つ
。
ア
フ
リ
カ
な

ど
で
、
動
物
の
死
体
が
ハ
ゲ
ワ
シ

な
ど
に
よ
っ
て
跡
形
な
く
食
べ
ら

れ
る
と
い
っ
た
映
像
を
目
に
す
る

こ
と
が
あ
る
が
、
ハ
ゲ
ワ
シ
の
よ

う
に
動
物
死
体
を
食
物
と
し
て
利

用
す
る
動
物
を
ス
カ
ベ
ン
ジ
ャ
ー

と
い
う
。
こ
の
ス
カ
ベ
ン
ジ
ャ
ー

は
、
生
態
系
の
中
で
は
大
事
な
役

割
が
あ
り
、
例
え
ば
採
食
に
よ

る
死
体
の
迅
速
な
除
去
は
、
有
害

な
細
菌
や
病
原
菌
の
蔓
延
を
防
ぐ

こ
と
に
つ
な
が
る
。
し
か
し
、
ハ

ゲ
ワ
シ
の
よ
う
に
、
動
物
死
体
の

写真 2．ニホンジカの死体を食べるツキノワグマとタヌキ（撮影：稲垣亜希乃）

写真 1．ウワミズザクラのタネを大量に含んだツキ
ノワグマの糞
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採
食
に
特
化
し
た
動
物
や
、
大
型

の
肉
食
動
物
が
生
息
し
な
い
場
所

で
は
、
ど
の
よ
う
に
動
物
の
死
体

が
消
え
て
い
く
の
か
に
つ
い
て
は

あ
ま
り
分
か
っ
て
い
な
い
。
も

ち
ろ
ん
、
日
本
も
そ
の
よ
う
な
場

所
の
一
つ
で
あ
り
、
日
本
に
約

２
０
０
万
頭
以
上
が
生
息
す
る
ニ

ホ
ン
ジ
カ
や
８０
万
頭
以
上
が
生
息

す
る
イ
ノ
シ
シ
の
死
体
が
ど
の
よ

う
な
運
命
を
た
ど
る
の
か
に
つ
い

て
は
、
科
学
的
に
は
不
明
で
あ
っ

た
。
そ
こ
で
、
実
験
的
に
４０
体
を

超
え
る
ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
死
体
を
林

内
に
設
置
し
、
そ
の
消
失
過
程
を

記
録
し
た
と
こ
ろ
、
ク
マ
、
イ
ノ

シ
シ
、
タ
ヌ
キ
、
キ
ツ
ネ
、
ハ
ク

ビ
シ
ン
、
テ
ン
の
哺
乳
類
６
種
、

そ
し
て
ク
マ
タ
カ
、
ト
ビ
、
ハ
シ

ブ
ト
ガ
ラ
ス
の
鳥
類
３
種
が
死
体

を
食
べ
に
訪
れ
て
い
た
。
な
か
で

も
、
ク
マ
と
タ
ヌ
キ
が
最
も
頻
繁

に
死
体
に
訪
れ
て
い
た
こ
と
か
ら

（
写
真
２
）、
日
本
の
森
で
は
ク
マ

が
動
物
死
体
を
消
失
さ
せ
る
大
事

な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
が

明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
。

　
人
と
ク
マ
と
の
共
存

　
私
た
ち
の
課
題

　

ク
マ
は
森
の
中
で
ど
の
よ
う
な

生
活
を
送
っ
て
い
る
の
か
、
ま
だ

ま
だ
不
明
な
点
が
多
い
。
私
た
ち

が
ク
マ
を
目
に
す
る
の
は
、
人

里
に
現
れ
、
人
間
に
囲
ま
れ
、
パ

ニ
ッ
ク
に
陥
っ
た
か
の
よ
う
に
見

え
る
ク
マ
の
姿
が
ほ
と
ん
ど
で
あ

る
。
し
か
し
、
実
際
は
日
本
に

暮
ら
す
多
く
の
ク
マ
は
、
生
涯
で

一
度
も
人
間
と
遭
遇
す
る
こ
と
な

く
、
ひ
っ
そ
り
と
森
の
中
で
暮
ら

し
て
い
る
。
確
か
に
、
ク
マ
が
人

里
に
現
れ
、
事
故
が
発
生
す
る
こ

と
は
ど
う
し
て
も
防
が
な
く
て
は

な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
は
、
い

わ
ゆ
る
ク
マ
騒
動
を
毎
年
の
よ
う

に
繰
り
返
さ
な
い
た
め
に
、
何
を

す
べ
き
か
を
、
改
め
て
考
え
る
必

要
が
あ
る
。
ク
マ
の
人
里
へ
の
出

没
を
、
簡
単
に
「
ド
ン
グ
リ
の
不

作
で
食
べ
物
が
な
い
か
ら
」
で
済

ま
し
て
い
る
限
り
、
こ
の
問
題
の

根
本
的
な
解
決
に
は
つ
な
が
ら
な

い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
ク
マ

騒
動
が
ひ
と
段
落
し
た
今
こ
そ
、

「
な
ぜ
、
ク
マ
が
人
里
に
現
れ
る

の
か
？
」、「
ク
マ
と
は
ど
ん
な
動

物
な
の
か
？
」、
を
考
え
る
時
期

で
あ
ろ
う
。

◆室内で 1 回 7 分
◆最初は無理なく朝・夕に、
　           慣れたら週 3 回以上継続が効果的

視聴は…コチラ→ 日本勤労者山岳連盟 HP、Information 欄の案内からまたは

山に行く体力・筋力を維持しよう！
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登
っ
た
。
私
は
１
歳
の
長
男
を
背

負
っ
て
参
加
し
た
。
看
護
師
の
妻
が

仕
事
で
日
直
に
当
た
っ
て
い
た
か
ら

だ
っ
た
。
そ
の
長
男
は
今
５５
歳
で
あ

る
。

　
「
岡
山
勤
労
者
山
岳
会
」
は
１
９

６
６
年
５
月
９
日
、
８
名
が
、
当
時
、

岡
山
市
田
町
に
あ
っ
た
岡
山
解
放
会

館
の
２
階
大
広
間
に
集
ま
っ
て
結
成

さ
れ
た
。
そ
の
時
の
出
席
者
は
、
守

屋
益
男
（
筆
者
）、
木
村
従
光
、
幡

上
安
雄
、
久
山
瞳
、
日
笠
芙
美
子
、

伊
丹
輝
行
、
中
村
恭
子
、
秋
山
敏
行

の
８
名
で
あ
っ
た
。
役
員
は
、
私
が

一
番
年
長
（
３０
歳
）
だ
っ
た
こ
と
か

ら
会
長
に
選
ば
れ
、
副
会
長
が
幡
上

氏
、
事
務
局
長
が
木
村
氏
と
決
ま
っ

た
。

　

結
成
最
初
の
山
行
は
６
月
１２
日
、

１０
名
で
那
岐
山
へ
登
っ
た
。
国
鉄
因

美
線
の
那
岐
駅
か
ら
登
り
、
頂
上
を

踏
ん
で
南
面
の
豊
沢
へ
降
っ
た
。
２

回
目
は
６
月
２６
日
、
１６
名
で
熊
山
に

　

８
月
の
夏
山
は
、
幡
上
氏
が
リ
ー

ダ
ー
で
木
曽
駒
へ
数
名
で
行
っ
た
と

記
憶
し
て
い
る
。

　

な
お
、
岡
山
労
山
結
成
の
動
機
も

記
し
て
お
き
た
い
。

　

私
が
登
山
を
始
め
た
の
は
２３
歳
の

時
で
、
勤
務
先
（
中
国
電
力
）
の
労

働
組
合
青
年
婦
人
部
が
催
し
た
貝
殻

山
キ
ャ
ン
プ
に
参
加
し
て
登
山
に
興

味
が
わ
い
た
の
が
動
機
だ
っ
た
。
当

時
、
会
社
で
は
中
国
電
力
山
岳
連
盟

が
結
成
さ
れ
た
時
期
で
、
本
格
的

な
登
山
を
や
っ
て
い
る
人
（
平
岡
さ

ん
）
と
知
り
合
い
に
な
り
、
彼
に
マ

ン
ツ
ー
マ
ン
で
登
山
を
教
え
て
も

ら
っ
た
。５
月
連
休
に
伯
耆
大
山（
１

７
２
９
ｍ
）
の
振
子
沢
へ
幕
営
し
て

雪
上
訓
練
を
仕
込
ま
れ
、
８
月
に
は

北
ア
ル
プ
ス
剣
岳
（
２
９
９
９
ｍ
）

の
剣
沢
へ
幕
営
し
て
八
つ
峰
の
岩
登

り
、
長
次
郎
雪
渓
、
三
の
窓
雪
渓
な

ど
を
登
下
降
し
た
。

　

当
時
、
私
は
「
労
演
」（
勤
労
者

演
劇
鑑
賞
団
体
）
の
会
員
で
も
あ
っ

た
。
そ
の
「
労
演
」
で
木
村
従
光
氏

と
知
り
合
っ
た
の
で
あ
る
。
彼
は
登

山
を
や
っ
て
い
て
、
岡
山
山
岳
会
の

会
員
で
あ
っ
た
。
二
人
は
意
気
投
合

し
「
労
演
」
の
行
事
と
し
て
４０
名
規

模
の
夏
山
・
伯
耆
大
山
登
山
を
実
施

し
、
Ｃ
Ｌ
・
守
屋
、
Ｓ
Ｌ
・
木
村
で

大
成
功
を
お
さ
め
、
皆
さ
ん
に
喜
ば

れ
た
。
続
く
翌
年
の
夏
に
は
、
伯
耆

大
山
の
東
側
に
あ
る
地
獄
谷
の
沢
巡

り
を
、
４０
名
規
模
で
取
り
組
み
、
参

加
者
に
わ
ら
じ
を
履
い
て
も
ら
っ
て

最終回

岡
山
労
山　

結
成
の
頃

守
屋
益
男

（もりや・ますお）1935 年 11 月
生まれ、岡山市在住。60 歳まで
会社員。23 歳から登山を始め、
日本百名山を完登、モンブラン、
キリマンジャロ、アララット、エ
ルブルース、オリンポス、キナバ
ル、マウナロア、コジオスコ、ベン・
ネビス等に登る。登山詳細図（熊
山、高尾山、奥多摩東・西、丹沢
東・西 等）25 編を作成。1966
年 岡山勤労者山岳会創立に参与、
1999 年山陽カルチャーマウン
テンクラブ創立に参与、1976 ～
2004 年岡山県勤労者山岳連盟会
長、2002 ～ 2010 日本勤労者山
岳連盟会長、現顧問。

1966 年 6 月 26 日熊山遺跡広場にて（向かって左端が筆者）
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歩
き
通
し
、
好
評
を
得
た
。

　

そ
の
頃
、
全
国
に
労
山
が
続
々

と
結
成
さ
れ
て
い
く
情
勢
を
「
し

ん
ぶ
ん
赤
旗
」
が
伝
え
て
い
た
。

こ
の
よ
う
な
中
か
ら
、
二
人
は
自

然
に
、
岡
山
に
も
「
労
山
」
を
つ

く
ろ
う
で
は
な
い
か
、
と
い
う
話

に
な
り
、
守
屋
、
木
村
が
中
心
と

な
っ
て
山
好
き
な
仲
間
に
呼
び
か

け
て
「
岡
山
勤
労
者
山
岳
会
」
を

結
成
し
た
の
だ
っ
た
。

　

そ
の
後
、
岡
山
労
山
は
次
第
に

大
き
く
な
り
、
１
９
７
１
年
、「
倉

敷
勤
労
者
山
岳
会
」
を
分
離
独
立

さ
せ
、
二
つ
の
会
で
「
岡
山
県
勤

労
者
山
岳
連
盟
」
を
結
成
し
、
そ

し
て
１
９
８
４
年
、「
み
ま
さ
か
山

の
会
」
の
結
成
に
尽
力
し
、
県
連

は
加
盟
３
団
体
と
な
っ
た
。
現
在

は
９
団
体
、
会
員
８
６
０
名
に
成

長
し
て
い
る
。

　
参
考
：
各
地
で
「
労
山
」
結
成
へ

　

日
本
で
最
初
に
労
山
が
結
成
さ

れ
た
の
は
東
京
で
、
１
９
６
０
年

５
月
１２
日
、
東
京
都
千
代
田
区
公

会
堂
に
１
０
０
０
名
余
が
集
ま
り

「
勤
労
者
山
岳
会
」
が
結
成
さ
れ

た
。
会
長
に
黒
田
寿
男
氏
（
弁
護

士
・
岡
山
県
選
出
社
会
党
代
議
士
）、

事
務
局
長
に
伊
藤
正
一
氏
（
三
俣

山
荘
創
設
者
）
を
選
び
、
事
務
所

を
黒
田
法
律
事
務
所
（
所
在
：
四

ツ
谷
１
─
２
）
に
置
い
た
。
結
成

の
呼
び
か
け
人
は
こ
の
ほ
か
、
深

田
久
弥
、
松
本
善
明
、
田
中
澄
江
、

谷
口
千
吉
、
袋
一
平
な
ど
錚そ

う

々そ
う

た

る
メ
ン
バ
ー
１６
名
で
、
同
年
９
月
、

会
名
を
「
日
本
勤
労
者
山
岳
会
」

に
改
め
た
。
こ
の
こ
と
が
報
道
さ

れ
る
と
、
日
本
各
地
に
「
勤
労
者

山
岳
会
」
が
結
成
さ
れ
る
よ
う
に

な
り
、
１
９
６
３
年
７
月
、
東
京
、

京
都
、
横
浜
、
徳
島
、
松
本
か
ら

１１
名
が
東
京
都
新
宿
区
の
須
賀
神

社
に
集
ま
り
、「
日
本
勤
労
者
山
岳

連
盟
」
が
結
成
さ
れ
た
。
そ
し
て

１
９
６
５
年
８
月
、
上
高
地
で
労

山
主
催
の
「
全
国
登
山
祭
典
」
が

開
催
さ
れ
、
全
国
か
ら
７０
名
余
が

参
加
し
、
各
地
に
労
山
が
誕
生
す

る
基
と
な
っ
た
。
こ
の
中
に
岡
山
か

ら
参
加
し
た
木
村
従
光
氏
の
姿
が

あ
っ
た
。

　

当
時
、
登
山
界
の
情
勢
は
１
９
５

６
年
「
日
本
山
岳
会
登
山
隊
」
の
マ

ナ
ス
ル
（
８
１
６
３
ｍ
）
初
登
頂
が

あ
り
、
そ
れ
を
契
機
に
全
国
に
登
山

ブ
ー
ム
が
沸
き
起
こ
り
、「
三
人
寄

れ
ば
山
岳
会
」
と
い
う
諺こ

と
わ
ざ

が
生
ま
れ

た
ほ
ど
だ
っ
た
。
ま
た
社
会
情
勢
は

１
９
６
０
年
、
労
働
者
階
級
を
中
心

と
し
た
「
安
保
改
定
反
対
闘
争
」
が

巻
き
起
こ
り
、
岸
内
閣
を
退
陣
に
追

い
込
ん
だ
。
こ
う
し
た
情
勢
の
下
、

自
覚
的
、
民
主
的
な
勤
労
者
が
集
ま

り
「
労
山
」「
労
音
」「
労
演
」
と

い
っ
た
組
織
が
各
地
で
結
成
さ
れ
た

の
だ
っ
た
。

　

ま
た
、「
労
山
」
が
結
成
さ
れ
た

背
景
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
既
存
の
山

岳
会
が
、
入
会
の
資
格
（
年
間
入
山

日
数
が
何
日
以
上
の
者
等
）を
設
け
、

誰
で
も
自
由
に
入
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

岡山県連主催　比婆山縦走交流ハイキング
（2018 年 4 月）
『労山の 60 年』より転載
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遠
山
郷
の
谷
間
に
住
ん
で
い
る

と
、
冬
場
は
太
陽
を
拝
め
る

時
間
が
少
な
い
。
１
～
２
月
な
ら
日

照
時
間
は
８
時
間
弱
、
地
形
な
ど
に

左
右
さ
れ
る
か
ら
凡
そ
で
あ
る
。
何

し
ろ
狭
い
谷
間
だ
か
ら
、
お
日
様
の

顔
の
出
し
加
減
に
よ
っ
て
、
寒
暖
の

差
は
と
ん
で
も
な
く
大
き
い
。
時
に

よ
っ
て
は
２０
度
近
く
差
が
あ
る
。

　

さ
て
、
遠
山
郷
の
中
心
を
貫
く
遠

山
川
と
そ
の
流
域
は
、
大
沢
岳
か
ら

兎
岳
、
聖
岳
、
上
河
内
岳
、
茶
臼
岳
、

易
老
岳
、
光
岳
、
加
加
森
山
、
鶏

冠
山
と
続
く
赤
石
山
脈
南
部
主
稜
線

の
山
々
を
源
頭
と
し
て
、
各
沢
は
い

ず
れ
も
が
山
頂
へ
続
く
ル
ー
ト
で
あ

る
。
大
沢
岳
に
は
北
又
沢
深し

ん

ヶ
沢
か

ら
、
中
盛
丸
山
へ
は
北
又
沢
大
沢
、

兎
岳
へ
は
兎
洞
と
い
う
具
合
で
あ

る
。
大
沢
岳
主
稜
線
か
ら
離
れ
た
丸

山
、
奥
茶
臼
尾
高
山
へ
の
馬
蹄
形
稜

線
伽
藍
内
に
あ
る
北
又
沢
を
つ
く
る

何
本
か
の
支
沢
は
短
い
が
面
白
そ
う

で
あ
る
。

　

聖
岳
か
ら
、
上
河
内
岳
、
茶
臼
岳
、

易
老
岳
、
光
岳
の
稜
線
伽
藍
に
囲
ま

87

遠山郷古道と氷瀑探し
　　　　　　　―伊那山脈―

　1 月 20 日大寒の日、この冬最低の寒さを観　1 月 20 日大寒の日、この冬最低の寒さを観
測したところが多かったそうで、暦通りに天候測したところが多かったそうで、暦通りに天候
もまともになりつつある？　これもコロナの思もまともになりつつある？　これもコロナの思
し召しで、経済活動の停滞が成せる業かとニヤし召しで、経済活動の停滞が成せる業かとニヤ
リ。氷瀑を楽しもうと、安近短の滝を探すが天リ。氷瀑を楽しもうと、安近短の滝を探すが天
候は暖かさを取り戻し、完全結氷とはならず断候は暖かさを取り戻し、完全結氷とはならず断
念。次の寒気を待ちつつ、若い頃の道具を引っ念。次の寒気を待ちつつ、若い頃の道具を引っ
張り出して眺めている。“こんな無骨な道具で張り出して眺めている。“こんな無骨な道具で
よく登ったね”と言われつつ、今どきのスマーよく登ったね”と言われつつ、今どきのスマー
トな最新モノを使わずに登れたら愉しいだろうトな最新モノを使わずに登れたら愉しいだろう
なと想像を巡らせた。なと想像を巡らせた。

禍誤除けの滝、完全結氷（18 年
2 月撮影；八幡秀彦）。オーバー
ハングしており凍った後、滝裏に
回ることが可能。
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れ
た
遠
山
川
本
谷
に
も
魅
力
的
な
沢

が
沢
山
あ
る
。
奥
ま
っ
て
は
い
る
が

二
ノ
股
沢
、
易
老
沢
、
諸
河
内
左
俣

な
ど
人
知
れ
ず
の
谷
筋
で
面
白
そ
う

で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
３
０
０
０
ｍ
峰

を
盟
主
と
す
る
赤
石
山
脈
南
部
の
深

山
幽
谷
で
あ
る
。

　

南
ア
国
立
公
園
の
本
筋
へ
筆
は
進

ん
で
し
ま
っ
た
が
、
今
回
の
話
題
は

伊
那
山
脈
を
越
え
る
峠
道
と
、
ル
ー

ト
に
な
っ
て
い
る
沢
筋
の
氷
瀑
探
し

で
あ
る
。
ま
だ
登
ら
れ
て
い
な
い
滝

も
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
、
周

辺
に
い
ろ
い
ろ
探
り
を
い
れ
て
い
る

の
小
中
の
滝
が
続
き
、
最
後
に
２５
ｍ

の
『
高
さ
ご
の
滝
』
が
鎮
座
、
さ
ら

に
１０
ｍ
の
滑
滝
が
ひ
か
え
る
。
川
底

か
ら
高
さ
１
５
０
ｍ
も
の
難
所
は
、

岩
壁
の
横
断
バ
ン
ド
を
桟
橋
で
つ
な

ぎ
、
鉄
棒
を
打
ち
込
み
丸
太
を
掛
け

て
渡
っ
た
と
し
る
さ
れ
る
難
工
事
で

も
あ
っ
た
。
峠
へ
の
道
は
現
在
、『
禍

誤
除
け
の
滝
』
上
部
の
千
畳
岩
か
ら

先
は
な
い
。
ほ
と
ん
ど
獣
道
化
し
て

判
別
も
で
き
な
い
。
ド
ロ
ー
ン
を
飛

ば
し
て
探
そ
う
と
し
た
が
、
谷
底
で

Ｇ
Ｐ
Ｓ
の
電
波
が
届
か
ず
、
断
念
。

い
ず
れ
に
せ
よ
暖
冬
の
ま
ま
、

雨
が
き
て
１
月
中
に
は
も
う

ち
ょ
っ
と
で
完
全
結
氷
成
ら
ず
。
悔

し
紛
れ
に
滝
の
下
段
を
裏
側
に
回
り

込
も
う
と
、
凍
っ
た
川
筋
を
渡
ろ
う

と
し
た
そ
の
一
歩
で
氷
に
亀
裂
、
ズ

ズ
ズ
ン
と
腰
近
く
ま
で
水
没
！　

禍

で
は
な
く
あ
や
ま
ち
は
自
己
責
任
で

あ
る
と
い
う
こ
と
に
。

※
三
遠
南
信
道
矢
筈
ト
ン
ネ
ル
の
喬
木
村
入
口

ル
ー
プ
に
乗
ら
ず
、
旧
道
赤
石
林
道
へ
進
み

３
０
０
ｍ
程
進
入
し
た
箇
所
に
大
き
な
案
内

看
板
が
あ
る
。
そ
こ
か
ら
滝
を
目
指
す
。（
駐

車
ス
ペ
ー
ス
５
～
６
台
）

ｍ
に
満
た
な
い
が
屏
風
の
よ
う
に
立

ち
は
だ
か
り
、
矢
筈
峠
は
一
見
で
は

見
分
け
ら
れ
な
い
。
こ
の
道
は
遠
山

郷
側
上
村
程
野
の
集
落
が
、
生
活
必

需
品
購
入
と
養
蚕
等
農
産
物
出
荷
の

必
要
か
ら
、
江
戸
末
期
よ
り
明
治
初

頭
に
か
け
細
々
と
柳
沢
沿
い
に
矢
筈

峠
へ
の
道
を
開
設
し
た
と
聞
く
。
峠

か
ら
は
矢
筈
洞
を
下
り
、
往
復
に
は

大
変
な
難
儀
を
し
た
と
言
う
。
伊
那

山
脈
は
稜
線
上
の
起
伏
が
小
さ
く
、

鞍
部
が
見
つ
け
に
く
い
。
た
だ
一
つ

Ｖ
字
に
深
く
切
れ
込
ん
だ
と
こ
ろ
が

矢
筈
峠
で
あ
る
。
矢
筈
と
付
け
た
意

味
は
文
字
通
り
、
矢
羽
根
の
切
れ
込

ん
だ
形
そ
の
ま
ま
で
あ
る
。
伊
那
山

脈
の
峠
道
は
そ
の
多
く
が
沢
筋
の
道

で
あ
る
。

　

西
側
喬
木
村
籍
の
矢
筈
洞
の
沢
筋

に
二
つ
の
難
所
が
あ
る
。
そ
の
一
つ

が
こ
こ
に
紹
介
す
る
『
禍
誤
除
け
の

滝
』
で
あ
る
。
難
所
に
際
し
、
わ

ざ
わ
い
や
あ
や
ま
ち
を
排
除
し
て
く

れ
る
高
度
差
２８
ｍ
の
空
中
滝
な
の
で

あ
る
。
も
う
一
つ
が
さ
ら
に
奥
に
あ

る
『
高
さ
ご
の
滝
』
で
あ
る
。
７
段

と
こ
ろ
だ
。
遠
山
周
辺
の
古
地
図
に

は
い
に
し
え
の
峠
道
が
幾
つ
も
記
さ

れ
て
い
る
が
、
沢
筋
が
道
と
な
っ
て

い
る
ル
ー
ト
を
探
し
出
し
て
は
、
滝

を
見
つ
け
て
登
ろ
う
と
い
う
プ
ラ
ン

で
あ
る
。

ま
ず
手
始
め
は
、
数
百
ｍ
歩
け

ば
つ
い
て
し
ま
う
安
近
短
の

代
表
、矢
筈
洞
の
『
禍
誤
除
け
の
滝
』

落
差
２８
ｍ
で
あ
る
。
南
信
州
の
中
心

地
飯
田
の
街
か
ら
、
東
を
臨
む
と
赤

石
山
脈
の
前
衛
、
伊
那
山
脈
が
南
北

３５
㎞
に
連
な
る
。
標
高
は
２
０
０
０

1 週間前には完全結氷まであと 70 ㎝と迫ってい
たと聞いたが、寒波が去り雨後、残念ながら崩壊
の滝。3 分の 1 が解けてしまった滝と著者。1 月
30 日撮影
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天気予報の的中率

　
気
象
は
難
し
く

　
微
妙
・
地
域
差
が
あ
る

　

山
に
出
か
け
る
と
き
に
は
天
気
予
報

を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
が
、
天
気
予
報
は
ど

の
く
ら
い
当
た
る
の
だ
ろ
う
か
。
図
１

を
み
て
み
よ
う
。
天
気
予
報
の
的
中
率

は
向
上
し
て
い
て
、
現
在
の
気
象
庁
の

天
気
予
報
で
は
、
翌
日
に
雨
や
雪
が
降

る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
８５
～
８６
％
も

当
た
る
。
で
も
例
え
ば
、
東
京
の
降
水

量
１
㎜
未
満
の
日
数
は
年
２
６
４
日
な

に
夏
の
的
中
率
が
最

も
高
い
。
こ
れ
は
例

え
ば
関
東
の
夏
は
雷
が
多
い
と
い
っ
た

列
島
各
地
の
季
節
ご
と
の
気
象
の
特
徴

や
複
雑
さ
を
反
映
し
て
い
る
の
だ
が
、

詳
し
く
は
ま
た
の
機
会
に
し
よ
う
。

　

登
山
で
は
、
山
の
天
気
は
平
地
の
天

気
と
違
う
こ
と
も
多
く
、
下
界
で
好
天

で
も
雨
や
雪
が
降
っ
た
り
、
風
が
強
い

こ
と
も
あ
る
の
で
、
単
純
に
天
気
予
報

を
聞
け
ば
い
い
と
い
う
わ
け
で
は
な

い
。
特
に
上
空
に
寒
気
が
入
る
と
冬
は

の
で
、
特
に
考
え
ず
に
「
明
日
は
降
ら

な
い
で
し
ょ
う
」
と
言
い
続
け
て
い
い

と
の
見
方
も
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。

私
な
ど
は
的
中
率
が
少
し
ず
つ
上
が
っ

て
い
る
こ
と
に
気
象
技
術
の
進
歩
を
感

じ
る
の
だ
が
、
そ
れ
だ
け
気
象
と
い
う

も
の
は
難
し
く
微
妙
な
も
の
が
あ
る
の

だ
ろ
う
。

　

実
は
天
気
予
報
の
的
中
率
は
地
域
や

季
節
に
よ
っ
て
も
違
い
が
あ
る
。
図
２

を
み
る
と
、
だ
い
た
い
夏
に
的
中
率
が

下
が
る
傾
向
が
あ
る
が
、
北
海
道
は
逆

第 12 回

気象予報士・野尻英一

山登りのための山登りのための

風
雪
、
春
や
秋
は
季
節
外
れ
の
み
ぞ
れ

や
氷
雨
、
夏
は
雷
と
い
っ
た
悪
天
候
に

な
り
や
す
い
。
天
気
予
報
を
聞
く
と
き

は
天
気
マ
ー
ク
だ
け
で
な
く
解
説
を

し
っ
か
り
聞
く
こ
と
を
心
掛
け
た
い
。

　
山
梨
の
雁
ヶ
腹
摺
山
で
の
で
き
ご
と

　

天
気
予
報
が
当
た
る
よ
う
に
な
っ

た
と
言
っ
て
も
山
で
は
外
れ
る
こ
と

図 1　天気予報の的中率の推移

図 2　月別の天気予報の的中率

※午後 5 時の予報による翌日の降水の有無の的中率
　（気象庁ホームページより作成）

※午後 5 時の予報による翌日の降水の有無の的中率。　2017 年～ 2020 年平均
　（気象庁ホームページより作成）
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で
登
っ
た
時
の
こ
と
だ
。
図
３
の
左
が

前
夜
の
天
気
図
。
前
線
が
通
過
中
で
弱

い
雨
が
降
っ
た
が
、
翌
日
は
前
線
が
東

に
出
て
西
か
ら
移
動
性
高
気
圧
が
張
り

出
す
と
み
ら
れ
、
天
気
予
報
も
晴
天
を

予
報
し
て
い
た
し
、
私
も
そ

う
判
断
し
た
。

　

朝
、
集
合
場
所
の
大
月
駅

は
標
高
約
３
６
０
ｍ
谷
底
に

あ
り
、
ど
ん
よ
り
低
い
雲
に

覆
わ
れ
た
が
、
こ
れ
は
前
夜

の
雨
で
空
気
が
湿
り
こ
れ
が

朝
の
冷
え
込
み
で
霧
に
な
っ

た
も
の
で
、
天
気
回
復
の
朝

に
は
良
く
あ
る
。
事
実
こ
の

日
も
タ
ク
シ
ー
で
登
山
口
の

大
峠
（
１
５
６
０
ｍ
）
に
登
っ

て
い
く
と
間
も
な
く
霧
の
上

に
快
晴
の
空
が
広
が
っ
た
。

「
今
日
も
雲
が
な
く
て
残
念
だ

ね
」
と
話
し
て
い
た
が
３０
分

も
経
た
な
い
う
ち
に
下
の
雲

が
風
で
吹
き
上
が
っ
て
き
た
。

「
あ
れ
、
天
気
が
悪
く
な
る
の

で
は
な
い
で
す
か
」
と
言
う

参
加
者
も
お
ら
れ
た
が
、
雲

海
の
雲
が
吹
き
上
が
っ
て
や

が
て
消
え
る
の
は
高
気
圧
が
張
り
出
す

と
き
の
一
つ
の
パ
タ
ー
ン
な
の
で
私
は

「
そ
の
う
ち
晴
れ
ま
す
」
と
予
想
し
た

の
だ
が
、
雲
は
ま
す
ま
す
濃
く
な
り
雨

粒
も
数
粒
落
ち
た
。

　

図
３
右
が
当
日
の
天
気
図
で
、
前
線

は
本
州
の
東
に
出
て
弱
ま
っ
て
消
え
た

が
東
シ
ナ
海
の
高
気
圧
の
張
り
出
し
が

弱
く
、
関
東
の
南
に
は
弱
い
気
圧
の
谷

ま
で
発
生
し
て
い
た
。
そ
の
日
は
大
月

駅
の
あ
た
り
で
は
日
差
し
の
あ
っ
た
時

間
が
長
か
っ
た
が
、
山
は
ず
っ
と
雲
と

霧
だ
っ
た
。
山
で
は
天
気
予
報
を
過
信

せ
ず
、
そ
の
場
の
風
や
雲
の
変
化
に
素

直
に
対
応
す
る
こ
と
の
大
事
さ
を
あ
ら

た
め
て
感
じ
た
。
雲
が
吹
き
上
が
れ
ば

「
天
気
が
悪
く
な
る
の
で
は･･･

」
と

感
じ
る
こ
と
が
山
で
の
基
本
動
作
な
の

だ
。
山
で
の
そ
ん
な
気
象
の
感
性
を
持

つ
に
は
、
や
は
り
気
象
の
ち
ょ
っ
と
し

た
知
識
や
理
解
が
あ
る
と
役
立
つ
し
、

そ
れ
は
登
山
の
楽
し
み
を
広
げ
る
こ
と

に
も
な
る
。「
品
川
山
の
会　

さ
ん
か

く
て
ん
」
の
皆
さ
ん
か
ら
「
気
象
へ
の

興
味
が
増
え
ま
し
た
」
と
言
っ
て
い
た

だ
く
こ
と
も
あ
り
、と
て
も
う
れ
し
い
。

図 3　雁ヶ腹摺山での観天望気山行時の天気図
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低
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高

高

高

高

高高気気圧圧にに向向かかっってて等等圧圧線線がが凹凹んんでで

いいるるととこころろはは気気圧圧のの谷谷でで天天気気がが悪悪いい

も
あ
る
。
今
回
は
そ
の
例
を
紹
介
し
た

い
。
私
が
２
０
１
８
年
の
１１
月
に
東
京

労
山
の
「
品
川
山
の
会　

さ
ん
か
く
て

ん
」
の
皆
さ
ん
と
山
梨
県
の
雁
ヶ
腹
摺

山
（
１
８
７
４
ｍ
）
に
観
天
望
気
山
行

左 : 前夜（2018 年 11 月 9 日 21 時）、右 : 当日（11 月 10 日 15 時）
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会報紹介

　日本勤労者山岳連盟の事務所には毎日のように会報誌が届く（2020 年 10

月～ 12 月で全 115 種）。全国連盟が各会の山行はじめ活動状況を知る機会と

なっていて、例えば会報掲載の事故報告が遭難対策部の活動に生かされたり、

山行報告が本誌・登山時報の誌面となったりしている。

　送付方法は、郵送（会から直接 or 地方連盟でとりまとめて、当月分 or 数ヶ

月分まとめて）、メールに PDF を添付、メールにリンク先を記載という 3 通

りで、全体の 3 分の 1 がメールでという印象。発行頻度も月刊、季刊、年報

とそれぞれだ（月刊と年報どちらも発行する会もある）。ここでは地方連盟

ごとに一覧を掲載する。この他、記念誌も送付いただいている。

●
道
央　

小
樽
勤
労
者
山
岳
会
「
樺
」

／
札
幌
中
央
勤
労
者
山
岳
会
「
あ
じ

さ
い
」
／
札
幌
山
び
こ
山
友
会
「
あ

る
ぷ
」
／
ハ
イ
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ
み
ど

り
の
風
「
あ
る
ぴ
ー
の
」
／
百
松
山

岳
会
「
百
松
山
岳
会
だ
よ
り
」

●
道
北　

旭
川
勤
労
者
山
岳
会
「
ヌ

プ
リ
」

●
道
東　

帯
広
勤
労
者
山
岳
会
「
茶

房
多
種
」

●
青
森　

青
森
勤
労
者
山
岳
会
「
ひ

な
ざ
く
ら
」
／
弘
前
勤
労
者
山
岳
会

「
ざ
ん
せ
つ
」

●
岩
手　

ア
ウ
ト
ド
ア
を
楽
し
む
会

「
ち
ん
ぐ
る
ま
」
／
釜
石
勤
労
者
山
岳

会
「
あ
ゆ
み
」
／
盛
岡
山
友
会
「
あ

か
げ
ら
」

●
福
島　

相
馬
山
歩
会「
相
馬
さ
ん
ぽ
」

●
群
馬　

太
田
ハ
イ
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ

「H
iking N

ew
s

」
／
前
橋
ハ
イ
キ
ン

グ
ク
ラ
ブ
「
あ
る
き
ん
ぐ
」

●
栃
木　

宇
都
宮
ハ
イ
キ
ン
グ
ク
ラ

ブ「
か
た
く
り
」／
つ
む
ぎ
山
悠
会「
つ

む
ぎ
」

●
埼
玉　

大
宮
勤
労
者
山
岳
会
「
大

宮
労
山
」
／
熊
谷
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
同

人
「
同
人
通
信
」
／
秩
父
ア
ル
ペ
ン

ク
ラ
ブ
「
秩
父
ア
ル
ペ
ン
ク
ラ
ブ
だ

よ
り
」
／
新
座
山
の
会
「
山
道
」
／

飯
能
勤
労
者
山
岳
会
「
会
報
」
／
深

谷
こ
ま
く
さ
山
の
会
「
こ
ま
く
さ
」

／
埜
歩
歩
富
士
見
山
の
会
「
埜
歩
歩
」

●
東
京　

あ
ら
か
わ
山
の
会
「
し
た

ま
ち
」
／
江
戸
川
山
の
会
「FA

CE

」

／
大
田
ハ
イ
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ
「
ざ
っ

そ
う
」
／
板
橋
勤
労
者
山
岳
会
「
ト

レ
ー
ル
」
／
ぐ
る
う
ぷ
山
人
「
お
む

す
び
」
／
狛
江
山
遊
会
「
こ
め
つ
が
」

／
墨
田
山
の
会
「
す
み
だ
」
／
杉
並

勤
労
者
山
岳
会
「
山
波
」
／
杉
並
山

の
会
「
さ
わ
ら
び
」
／
品
川
山
の
会 

さ
ん
か
く
て
ん
「
さ
ん
か
く
て
ん
」

／
さ
わ
ら
び
山
の
会
「
早
蕨
」
／
多

摩
み
ど
り
山
遊
会
「
み
ど
り
通
信
」

／
野
火
止
山
の
会
「
の
び
ど
め
」
／

プ
リ
ム
ラ
山
の
会
「
プ
リ
ム
ラ
山
の

会
」／
め
ぐ
ろ
山
学
ク
ラ
ブ
・
仲
間「
山

窓
」
／
民
医
連
東
京
共
済
山
の
会
「
山

の
会
だ
よ
り
」
／
む
さ
し
の
山
の
会

「
む
さ
し
の
」
／
町
田
グ
ラ
ウ
ス
山
の

会
「
雷
鳥
」
／
わ
ら
じ
の
仲
間
「
わ

ら
じ
」

●
千
葉　

千
葉
こ
ま
く
さ
ハ
イ
キ
ン
グ

ク
ラ
ブ
「
こ
ま
く
さ
便
り
」
／
ふ
わ
く

ハ
イ
キ
ン
グ
サ
ー
ク
ル
「
ふ
わ
く
」

●
神
奈
川　

川
崎
ハ
イ
キ
ン
グ
ク
ラ

ブ
「
り
ん
ど
う
」

●
山
梨　

山
梨
山
の
会
「
会
報
」

●
新
潟　

み
ち
ぐ
さ
山
の
会
「
ハ
イ

キ
ン
グ
だ
よ
り
」

●
富
山　

三
島
野
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

「
会
報
」

●
石
川　

金
沢
ハ
イ
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ

「
会
報
」

●
静
岡　

伊
豆
ハ
イ
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ

「
の
い
ち
ご
」
／
静
岡
勤
労
者
山
岳
会

「
れ
い
ほ
う
」
／
静
岡
安
倍
っ
子
山
の

会
「
あ
べ
っ
こ
」
／
麗
峰
山
の
会
「
れ
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い
ほ
う
」
／
三
島
勤
労
者
山
岳
会
「
く

ろ
ゆ
り
」

●
愛
知　

ふ
わ
く
山
の
会
「
ふ
わ
く
」

／
半
田
フ
ァ
ミ
リ
ー
山
の
会
「
も
み

の
き
」
／
東
三
河
山
ぽ
会
「
山
ぽ
会
」

●
滋
賀　

比
良
雪
稜
会
「
ぶ
な
」

●
京
都　

乙
訓
山
の
会
「
ざ
い
る
」

／
京
都
右
京
勤
労
者
山
岳
会
「
ふ
み

あ
と
」
／
京
都
左
京
勤
労
者
山
岳
会

「
ル
ン
ゼ
」
／
京
都
明
峯
勤
労
者
山
岳

会
「
め
い
ほ
う
」
／
Ｗ
Ａ
Ｏ
亀
岡
「
Ｗ

Ａ
Ｏ
ニ
ュ
ー
ス
」「
嶝
」
／
京
都
伏
見

山
の
会
「
伏
水
」
／
西
山
ハ
イ
キ
ン

グ
ク
ラ
ブ
「
に
し
や
ま
」
／
福
知
山

山
の
会
「
ぼ
っ
か
」
／
舞
鶴
勤
労
者

山
岳
会
「
き
ず
な
」
／
ハ
イ
キ
ン
グ

勤
労
者
山
岳
会
「
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｇ
Ｏ
Ｙ

Ａ
」
／
神
戸
カ
タ
ツ
ム
リ
の
会
「
カ

タ
ツ
ム
リ
」
／
宝
塚
山
の
会
「
と
も

が
ら
」
／
高
御
位
山
遊
会
「
高
御
位
」

／
西
神
戸
山
の
会
「
三
角
点
」
／
西

宮
北
口
勤
労
者
山
岳
会
「
西
宮
北
口

労
山
」
／
西
宮
明
昭
山
の
会
「
明
昭
」

／
山
の
会
ア
ル
プ
「
あ
か
り
」

●
島
根　

松
江
ハ
イ
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ

「
松
江
ハ
イ
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ
だ
よ
り
」

●
岡
山　

倉
敷
ハ
イ
キ
ン
グ
倶
楽
部

「
し
ら
か
べ
」
／
山
陽
カ
ル
チ
ャ
ー
マ

ウ
ン
テ
ン
ク
ラ
ブ
「
ヤ
ッ
ホ
ー
」

●
広
島　

呉
勤
労
者
山
の
会
「
や
ま

の
こ
」
／
県
北
山
の
会
「
緑
風
」

ク
ラ
ブ
舞
鶴
山
遊
会
「
分
水
嶺
」
／

山
城･

山
の
会
「
や
ま
し
ろ
」
／
丹

後
山
の
会
「
よ
さ
の
や
ま
」
／
ら
く

な
ん
山
の
会
「
ら
く
ら
く
」

●
奈
良　

奈
良
勤
労
者
山
岳
会
「
子

鹿
」
／
奈
良
ハ
イ
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ
「
あ

お
が
き
」／
有
田
山
の
会「
や
ま
ど
り
」

●
大
阪　

き
た
ろ
う
ハ
イ
キ
ン
グ
ク

ラ
ブ
「
き
た
ろ
う
ニ
ュ
ー
ス
」
／
泉
州

勤
労
者
山
岳
会
「
や
ま
な
か
ま
」
／

高
槻
勤
労
者
山
岳
会
「
ポ
ン
ポ
ン
山
」

／
豊
中
勤
労
者
山
岳
会
「
岳
友
」
／

西
淀
川
勤
労
者
山
岳
会
「
に
し
よ
ど
」

●
兵
庫　

伊
丹
勤
労
者
山
岳
会
「
さ

さ
笛
」／
や
ま
ぼ
う
し「
や
ま
ぼ
う
し
」

／
明
石
山
の
会
「
子
午
線
」
／
甲
山

●
山
口　

登
山
ハ
イ
キ
ン
グ
サ
ー
ク

ル　

コ
ン
パ
ス
「
こ
ん
ぱ
す
」
／
山

口
県
教
職
員
登
山
サ
ー
ク
ル
ぽ
れ
ぽ

れ
「
ぽ
れ
ぽ
れ
」

●
香
川　

善
通
寺
山
の
会
「
こ
め
つ
つ

じ
」
／
高
松
勤
労
者
山
の
会
「
高
松
労

山
」
／
山
岳
同
人
・
五
色
の
峰
「
会
報
」

●
高
知　

あ
る
ぷ
ハ
イ
キ
ン
グ
ク
ラ

ブ
「
あ
る
ぷ
」
／
高
知
勤
労
者
山
岳

会
「
い
ご
っ
そ
う
」

●
愛
媛　

山
の
子
「
山
の
子
」

●
福
岡　

大
牟
田
ハ
イ
キ
ン
グ
ク
ラ

ブ
「
あ
し
あ
と
」
／
あ
だ
る
と
山
の
会

「
緑
憩
」
／
Ｒ
Ｋ
Ａ
Ｃ
「
ち
っ
ご
の
風
」

／
久
留
米
山
の
会
「
来
目
」
／
み
ど

る
山
の
会
「
み
ど
り
の
山
」

●
佐
賀　

か
ら
つ
勤
労
者
山
岳
会
「
会

員
ニ
ュ
ー
ス
」
／
佐
賀
勤
労
者
山
岳

会
「
や
ま
び
こ
」

●
長
崎　

長
崎
あ
ゆ
み
ハ
イ
キ
ン
グ
ク

ラ
ブ
「
あ
ゆ
みH

iking Club

」
／
長

崎
カ
ル
チ
ャ
ー
山
の
会
「
あ
お
ぞ
ら
」
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「国見岩周辺環境整備記念
  安全登山楽習会」を開催

は
恥
ず
か
し
い
ば
か
り
の
状
態
に

な
っ
て
い
た
。
昔
快
適
だ
っ
た
ゲ
レ

ン
デ
は
、
少
し
の
ス
ペ
ー
ス
を
残
し

て
草
木
が
成
長
し
、
ボ
ル
ト
や
ハ
ー

ケ
ン
は
そ
の
中
に
隠
れ
錆
つ
い
て
、

昔
の
面
影
は
な
く
な
っ
て
い
た
。
先

輩
の
指
導
を
思
い
出
し
な
が
ら
同
志

と
共
に
、
感
謝
の
気
持
ち
で
４０
年
～

５０
年
前
の
記
憶
を
た
ど
っ
て
草
刈
り

や
木
々
の
剪
定
、
登
山
道
の
整
備
、

ハ
ー
ケ
ン
や
ボ
ル
ト
の
評
価
、
打
ち

替
え
な
ど
を
行
っ
た
。

　

整
備
活
動
が
本
格
化
し
て
き
た
の

は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
自
粛
が
本
格
化
し

て
き
た
頃
だ
。
地
元
の
山
で
の
活
動

し
か
で
き
な
く
な
っ
た
状
況
が
、
同

じ
思
い
の
仲
間
を
集
め
る
こ
と
に

な
っ
た
。
い
ろ
い
ろ
な
人
達
の
ご
意

見
を
伺
い
、
労
山
会
員
を
中
心
に
岳

連
や
一
般
の
登
山
者
を
巻
き
込
み
な

が
ら
、
メ
ン
バ
ー
も
整
備
の
規
模
も

膨
ら
ん
で
い
っ
た
。	

　

活
動
は
週
に
２
～
３
回
、
色
々
な

人
が
入
れ
替
わ
り
立
ち
替
わ
り
参
加

し
て
続
け
ら
れ
た
。
草
刈
り
等
は
６

月
に
は
ほ
ぼ
目
途
が
立
ち
、
７
月
に

は
ア
ン
カ
ー
ボ
ル
ト
の
整
備
に
移
行

　
皿
倉
山
の
国
見
岩
周
辺
の

　
整
備
活
動 

　

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
、
北
九
州
の

中
心
に
あ
る
皿
倉
山
の
国
見
岩
に
同

志
が
集
ま
っ
て
き
た
。

　

先
達
が
開
拓
し
て
岩
登
り
の
訓
練

を
し
て
い
た
場
所
は
、
後
輩
と
し
て

し
た
。
８
月
中
に
は
そ
れ
も
ほ
ぼ
終

わ
り
、
全
体
の
整
備
状
況
を
確
認
・

評
価
す
る
た
め
に
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
講

習
会
な
ど
を
実
施
し
、
初
め
の
段
階

の
整
備
を
終
了
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。
８
月
３０
日
に
は
有
志
で
企
画
し

た
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
講
習
会
を
行
い
、

多
種
多
様
な
参
加
者
が
２０
名
近
く
集

ま
っ
た
。
当
日
は
２
つ
の
グ
ル
ー
プ

に
分
か
れ
、
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
の
基
本

的
な
流
れ
な
ど
を
講
習
す
る
こ
と
が

で
き
た
。

　「
安
全
登
山
楽
習
会
」
を
開
催

　

国
見
岩
周
辺
環
境
整
備
活
動
の
総

仕
上
げ
と
し
て
、
全
国
連
盟
か
ら
川

嶋
事
務
局
長
を
お
招
き
し
、
１１
月
２８

日
～
２９
日
に
講
演
会
、
現
場
視
察
と

ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
講
習
会
を
開
催
し

た
。
川
嶋
事
務
局
長
に
よ
る
ク
ラ
イ

ミ
ン
グ
講
習
会
は
昨
年
に
続
い
て
の

こ
と
。今
回
は
大
和
田
全
国
理
事（
国

際
部
）
が
同
行
、
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
を

披
露
さ
れ
る
な
ど
多
く
の
女
性
参
加

者
が
盛
り
上
が
る
講
習
会
に
な
っ

た
。 

栗原賢一郎  マップ山の会／福岡

国見岩（ドローンで撮影）
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初
日
（
２８
日
）
は
午
後
か
ら
皿
倉

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
会
議
室
で
「
冬

山
登
山
初
級
者
講
座
」
が
ひ
ら
か
れ

た
。
川
嶋
事
務
局
長
に
、
最
近
の
年

配
者
の
冬
山
登
山
の
実
態
や
労
山
山

岳
事
故
対
策
基
金
に
つ
い
て
等
を
講

演
し
て
も
ら
っ
た
。
２９
日
は
国
見
岩

で
「
岩
場
で
の
基
礎
技
術
講
座
」
を

行
い
、
午
後
に
は
皿
倉
ビ
ジ
タ
ー
セ

ン
タ
ー
会
議
室
で
講
演
会
「
最
近
の

山
岳
遭
難
事
故
に
つ
い
て
」
を
３０
名

の
参
加
者
で
開
催
し
た
。こ
こ
で
は
、

最
近
の
山
岳
遭
難
の
デ
ー
タ
や
具
体

的
な
事
故
事
例
、
コ
コ
ヘ
リ
の
活
用

事
例
な
ど
紹
介
が
あ
っ
た
。
私
た
ち

に
と
っ
て
大
変
切
実
な
内
容
で
、
充

実
し
た
時
間
と
な
っ
た
。

　

講
習
会
の
詳
細
は
福
岡
県
連
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
今
す
ぐ
ア
ク
セ

ス
！ 

　
私
が
国
見
岩
整
備
活
動
に

　
参
加
し
た
経
緯

　

始
ま
り
は
４０
年
ぶ
り
の
登
山
。
定

年
退
職
後
、
ま
ず
始
め
た
の
は
身
の

回
り
の
物
の
整
理
、「
必
要
か
？　

不
要
か
？
」
し
ば
ら
く
し
て
、
断

捨
離
の
手
が
止
ま
っ
た
。
昔
登
山

用
に
購
入
し
た
道
具
が
押
し
入
れ

や
物
置
の
奥
に
た
く
さ
ん
あ
っ
た
。

「
山
に
行
こ
う
！
」

　

こ
れ
を
機
会
に
単
独
行
を
始
め

た
。「
今
始
め
れ
ば
、
ま
だ
ま
だ

こ
れ
か
ら
登
れ
る
！
」
心
は
山
野

を
駆
け
巡
る
。
車
を
改
造
、
古
い

道
具
を
駆
使
し
、
ま
ず
九
州
の
山
、

市
房
、
大
崩
、
国
見
、
と
峠
を
ド

ラ
イ
ブ
し
て
幕
営
、
登
山
を
再
開

し
た
。
こ
こ
で
昔
の
先
輩
た
ち
の

言
葉
「
後
輩
の
育
成
！
」
が
よ
み

が
え
る
。
若
い
頃
、
目
標
に
向
か
っ

て
同
志
と
ま
っ
し
ぐ
ら
だ
っ
た
当

時
、
先
輩
に
言
わ
れ
続
け
て
い
た

言
葉
で
あ
る
。
山
で
出
会
っ
た
先

輩
達
に
は
た
だ
感
謝

し
か
な
い
。
地
元
皿

倉
山
で
毎
週
た
く
さ

ん
の
こ
と
を
学
ん
だ
。

今
で
も
宝
物
だ
。 

　

昔
の
山
の
知
り
合

い
に
思
い
切
っ
て
声

を
か
け
、
４０
年
ぶ
り

に
山
の
会
に
入
会
。

こ
の
こ
ろ
か
ら
、
彼

の
人
脈
に
加
わ
り
、

色
々
な
山
行
や
行
事

に
か
か
わ
る
こ
と
に

な
る
。
そ
こ
で
衝
撃

の
出
来
事
が
あ
っ
た
。

２
０
１
９
年
１１
月
に

開
催
さ
れ
た
安
全
登

山
技
術
講
習
会
で
、

４０
年
の
間
に
登
山
の
世
界
は
見
事

に
変
容
し
て
い
た
こ
と
に
気
づ
い

た
。
カ
ル
チ
ャ
ー
シ
ョ
ッ
ク
を
覚

え
、
初
心
に
帰
り
、
学
び
が
必
要

だ
と
大
き
な
意
欲
が
わ
い
て
き
た
。

道
具
を
一
新
、
知
ら
な
い
用
語
を

聞
き
分
け
ら
れ
る
よ
う
学
び
、
新

し
い
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
を
体
で
覚
え

よ
う
と
決
意
。
新
し
い
仲
間
（
知

ら
な
い
こ
と
を
教
え
て
く
れ
る
先

生
た
ち
）
と
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
に
取

り
組
み
、
も
う
す
ぐ
１
年
に
な
る
。

　

今
年
、
感
染
流
行
で
他
県
へ
の

山
行
が
で
き
な
い
状
況
に
な
り
、

地
元
皿
倉
の
国
見
岩
で
岩
ト
レ
を

開
始
し
た
。
皿
倉
に
感
謝
、
先
輩

た
ち
に
感
謝
、
今
の
仲
間
に
感
謝
、

健
康
に
感
謝
。
こ
う
し
て
国
見
岩

で
岩
ト
レ
で
き
る
こ
と
に
も
感
謝
。

こ
の
気
持
ち
を
ぶ
つ
け
て
、
国
見

岩
周
辺
の
清
掃
整
備
活
動
を
行
っ

て
い
る
。
こ
の
活
動
を
発
案
、
同

調
し
て
積
極
的
に
活
動
し
て
い
る

た
く
さ
ん
の
人
た
ち
に
感
謝
。
今

後
の
国
見
岩
の
展
開
に
期
待
し
、

今
後
も
こ
の
活
動
に
参
加
し
て
い

こ
う
と
思
っ
て
い
る
。

岩場での基礎技術講座（2020 年 11 月 29 日）
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た
。

　

同
時
に
、
労
山
機
関
誌
「
山
と
仲

間
」
の
発
行
、一
般
書
店
へ
の
配
本
、

さ
ら
に
は
、
１
９
７
３
年
株
式
会
社

山
岳
ス
ポ
ー
ツ
研
究
所
を
設
立
、
代

表
と
し
て
「
山
と
仲
間
」
の
編
集
業

務
委
託
、
群
馬
県
み
な
か
み
町
に
、

勤
労
者
の
立
場
に
立
っ
た
レ
ク
活
動

の
拠
点
と
し
て
、
湯
の
小
屋
温
泉
葉

留
日
野
山
荘
を
、
労
山
と
ス
キ
ー
協

会
員
か
ら
山
小
屋
債
権
を
募
り
開
設

し
た
。

　

高
橋
さ
ん
か
ら
の
「
組
織
を
発
展

さ
せ
る
に
は
活
発
な
山
行
は
も
ち
ろ

ん
の
事
、
た
だ
一
回
の
例
会
（
室
内

集
会
）
も
粗
末
に
し
な
い
こ
と
、
例

会
は
楽
し
く
、
学
べ
る
も
の
で
あ
る

こ
と
、
会
報
は
皆
の
参
加
で
編
集
・

必
ず
発
行
。
会
の
幹
部
は
寝
て
も
覚

め
て
も
頭
を
ひ
ね
っ
て
考
え
抜
く
こ

と
無
し
に
、
よ
い
会
づ
く
り
は
出

来
っ
こ
な
い
」
と
の
活
動
の
教
訓
を

胸
に
刻
ん
で
い
る
。

　

県
連
や
全
国
連
盟
と
、
私
が
今
で

も
労
山
活
動
を
続
け
ら
れ
て
い
る
の

は
、高
橋
伸
行
さ
ん
の
お
陰
で
あ
る
。

心
か
ら
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す
。

て
全
国
で
初
め
て
創
っ
た
ハ
イ
キ
ン

グ
ク
ラ
ブ
の
経
験
が
あ
る
。
１
９
７

０
年
に
、
所
沢
労
山
（
現　

橡
山
岳

会
）
会
長
と
し
て
若
い
会
員
の
山
へ

の
か
か
わ
り
方
の
違
い
に
着
目
し
、

会
の
中
に
ハ
イ
キ
ン
グ
部
を
設
け
、

尾
瀬
バ
ス
ハ
イ
キ
ン
グ
を
バ
ス
３
台

１
３
０
名
で
企
画
・
実
施
し
た
。
そ

の
時
の
参
加
者
に
呼
び
か
け
、
４０
名

の
仲
間
が
参
加
し
て
所
沢
ハ
イ
キ
ン

グ
ク
ラ
ブ
が
結
成
さ
れ
た
。
私
が
加

入
し
た
１
９
７
２
年
に
は
、
所
沢
ハ

イ
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ
は
１
０
０
名
を
超

え
る
ク
ラ
ブ
に
な
っ
て
い
た
。

　

そ
の
後
、
全
国
に
ハ
イ
キ
ン
グ
ク

ラ
ブ
が
結
成
さ
れ
、
労
山
の
仲
間
が

増
え
、
高
橋
さ
ん
の
役
員
任
期
中
に

は
、
連
盟
組
織
は
１
９
７
１
年
の
７

３
０
０
人
か
ら
１
９
８
２
年
に
は
１

万
６
千
人
と
な
っ
て
９
千
人
増
加
し

　

昨
年
１２
月
末
に
交
通
事
故
に
よ

り
、
９０
歳
で
逝
去
さ
れ
た
。
突
然
の

訃
報
に
心
を
痛
め
て
い
る
。

　

さ
て
、
高
橋
伸
行
さ
ん
は
労
山
全

国
連
盟
草
創
期
の
１
９
７
１
～
７
２

年
度
理
事
長
、
１
９
７
６
～
１
９
８

１
年
度
会
長
と
し
て
８
年
に
わ
た
り

埼
玉
選
出
の
役
員
と
し
て
全
国
で
活

動
さ
れ
た
。

　

高
橋
さ
ん
と
は
、
私
が
所
沢
ハ
イ

キ
ン
グ
ク
ラ
ブ
に
入
会
し
た
１
９
７

２
年
か
ら
の
付
き
合
い
で
あ
る
。

　

高
橋
さ
ん
は
、
１
９
７
２
年
度
総

会
で
理
事
長
と
し
て
「
５０
万
人
の
労

山
を
め
ざ
す
」「
ハ
イ
キ
ン
グ
愛
好

者
を
労
山
に
組
織
し
よ
う
」
と
提
唱

し
た
。
こ
の
提
案
か
ら
全
国
に
多
く

の
ハ
イ
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ
が
結
成
さ

れ
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

　

そ
の
前
に
、
高
橋
さ
ん
が
実
践
し

2010 年の労山創立 50 周年記念式典
で鏡割りをする高橋伸行さん（中央）

 

前
全
国
連
盟
副
理
事
長

元
埼
玉
県
連
盟
理
事
長
、
事
務
局
長

大
澤
辰
雄

高橋伸行（たかはし・のぶゆき）さん

著作
『上高地・槍・穂高』（共著）

1961 年／朋文堂
『白馬岳・後立山連峰』

1968 年／山と渓谷社 
『写真で見る登山入門』（共著）

1973 年／日本文芸社
『登山の基礎知識
夏山から冬山まで―楽しみ方と登り方』

1983 年／協同出版

労山での経歴
1930 年 1 月 7 日生まれ
1968 年頃　所沢労山会長
1970 ～ 71・73 年度　埼玉県連盟会長
1971 ～ 72 年度　全国連盟理事長
1973 年　株式会社山岳スポーツ研究所代表
湯の小屋温泉葉留日野山荘の開設管理運営
1976 ～ 81 年度　全国連盟会長
2013 年　葉留日野山荘の閉鎖
2020 年 12 月　逝去
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4
日　

全
国
事
務
所
の
仕
事
始
め

6
日　

遭
難
対
策
部
会

14
日　

登
山
時
報
編
集
委
員
会

18
日　

自
然
保
護
委
員
会

19
日　

三
役
会
議

同
日　

組
織
部
会

26
日　

労
山
基
金
運
営
委
員
会

28
日　

第
11
回
理
事
会

　

第
11
回
理
事
会
、
討
議
事
項

①
第
34
期
第
１
回
評
議
会
の
議
案
に
つ
い
て

　

第
2
次
議
案
を
検
討
し
、
評
議
会
開
催
に
向

け
た
準
備
体
制
を
確
認
し
た
。

②
資
産
（
不
動
産
）
管
理
の
た
め
の
一
般
財
団

　

評
議
会
議
案
と
し
て
理
事
会
で
確
認
し
た
。

長野県、湯川のアイスクライミング 伊豆半島、城ケ崎シーサイド
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1

き
な
い
」「
集
ま
れ
な
い
」「
山
に
自

由
に
登
れ
な
い
」
の
状
態
で
あ
る
。

こ
の
様
な
時
こ
そ
山
筋
ゴ
ー
ゴ
ー
体

操
が
広
が
る
チ
ャ
ン
ス
で
は
な
い
か
。

　

室
内
で
も
屋
外
で
も
、
わ
ず
か
な

ス
ぺ
ー
ス
さ
え
あ
れ
ば
、
一
人
で
、

手
軽
に
、
い
つ
で
も
テ
キ
ス
ト
や
、

Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
み
な
が
ら
筋
力
運
動
を
行

う
こ
と
が
可
能
だ
か
ら
だ
。
ぜ
ひ
と

も
山
筋
Ｔ
シ
ャ
ツ
を
着
て
運
動
し
て

欲
し
い
。
ま
た
、
そ
の
様
子
を
Ｆ
Ｂ

や
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
に
ア
ッ
プ
し
、
山
仲
間

に
知
ら
せ
る
と
い
う
取
り
組
み
は
ど

う
だ
ろ
う
。

　

サ
ポ
ー
タ
ー
の
皆
さ
ん
は
も
と
よ

り
、
全
て
の
会
員
が
創
意
工
夫
し
、

所
属
山
の
会
や
、
会
員
に
山
筋
ゴ
ー

ゴ
ー
体
操
を
広
げ
る
こ
と
を
お
願
い

し
た
い
。。

（
久
保
典
子
／
山
筋
ゴ
ー
ゴ
ー
体
操
推
進
委
員
長
）

〇
組
織
部

　

Ｓ
Ｗ
Ｏ
Ｔ
分
析
に
よ
る

　

課
題
抽
出
の
試
み

　

組
織
部
会
で
は
、
２
０
１
９
年
１０

月
以
降
、
労
山
組
織
の
現
状
を
客
観

的
に
評
価
し
、
組
織
強
化
に
必
要
な

課
題
を
見
つ
け
る
試
み
を
行
っ
て
き

た
。
用
い
た
の
は
Ｓ
Ｗ
Ｏ
Ｔ
分
析
と

い
う
手
法
で
、
労
山
の
強
み
と
弱
み

を
明
ら
か
に
し
て
、
外
部
環
境
の
機

会
と
脅
威
に
ど
う
対
応
す
べ
き
か
を

考
え
る
も
の
だ
。
考
え
方
の
特
徴
は
、

「
強
み
を
機
会
に
生
か
す
」、「
強
み
を

一
層
強
固
に
す
る
」、「
弱
み
を
強
み

に
変
え
る
」、「
弱
み
と
脅
威
の
対
立

を
回
避
す
る
」
の
４
つ
だ
。

　

部
会
で
は
、
手
法
の
勉
強
か
ら
始

ま
り
、
地
方
連
盟
の
総
会
資
料
を
取

り
寄
せ
、
そ
れ
を
部
員
が
分
析
し
て

持
ち
寄
る
な
ど
、
全
国
の
実
情
を
把

握
す
る
努
力
も
行
っ
た
。
分
析
の
評

価
軸
は
、
労
山
の
活
動
理
念
で
あ
る

設
立
趣
意
書
の
５
項
目
と
し
た
。

　

分
析
の
結
果
は
、（
１
）
次
世
代
発

掘
、（
２
）
独
自
性
発
揮
、（
３
）
情

報
化
推
進
の
３
つ
の
戦
略
テ
ー
マ
に

沿
っ
て
、
１３
項
目
の
具
体
的
な
取
組

課
題
を
導
い
た
。
ま
た
、
戦
略
の
成

否
を
決
め
る
重
要
成
功
要
因
と
し
て
、

①
設
立
趣
意
書
の
検
証
、
②
幹
部
養

成
の
取
組
、
③
多
様
性
あ
る
組
織
運

営
、
④
社
会
の
信
頼
獲
得
、
⑤
Ｉ
Ｔ

社
会
へ
の
適
応
の
５
つ
の
課
題
を
抽

れ
ば
認
め
ら
れ
る
。

　

今
回
、
あ
る
ト
レ
ー
ル
に
参
加
途

中
で
オ
オ
ス
ズ
メ
バ
チ
に
刺
さ
れ
て

救
急
搬
送
さ
れ
た
事
例
で
三
倍
交
付

の
申
請
が
あ
っ
た
。
ト
レ
ー
ル
ラ
ン

ニ
ン
グ
で
の
事
故
で
は
？
と
思
い
、

差
し
戻
し
た
と
こ
ろ
、
再
審
査
の
申

請
が
あ
り
、
ト
レ
ー
ル
ラ
ン
で
な
い

事
は
確
認
さ
れ
た
。
一
方
、
計
画
書

に
よ
る
と
ロ
ン
グ
コ
ー
ス
で
、
５
時

間
以
内
で
歩
け
る
と
は
思
え
な
い
。

事
故
の
あ
っ
た
地
点
が
登
山
口
か
ら

５
時
間
以
内
で
も
、
計
画
が
５
時
間

を
超
え
る
場
合
は
要
件
を
満
た
し
て

い
る
と
は
い
え
な
い
。
そ
の
た
め
三

倍
交
付
は
認
定
せ
ず
、
通
常
交
付
と

し
た
。
他
に
も
１
件
、
三
倍
交
付
の

申
請
が
あ
っ
た
が
、
コ
ー
ス
タ
イ
ム

オ
ー
バ
ー
で
通
常
交
付
と
し
た
。

（
伊
藤
正
勝
／
労
山
基
金
運
営
委
員
） 

〇
山
筋
ゴ
ー
ゴ
ー
体
操
推
進
委
員
会

　

山
筋
体
操
を
広
げ
て

　

い
き
ま
し
ょ
う

　

コ
ロ
ナ
の
状
況
を
見
通
し
て
、
１

月
と
２
月
の
委
員
会
は
中
止
と
し
た
。

　

今
は
ほ
と
ん
ど
の
人
が
「
外
出
で

〇
労
山
基
金
運
営
委
員
会

　

三
倍
交
付
の
要
件
を

　

確
認
し
て
！

　

１２
月
の
交
付
申
請
は
１７
件
と
少
な

か
っ
た
。
こ
こ
で
は
三
倍
交
付
の
要

件
に
つ
い
て
改
め
て
取
り
上
げ
る
。

三
倍
交
付
は
①
歩
行
時
間
５
時
間
以

内
、
②
標
高
２
千
ｍ
以
下
、
③
日
帰

り
、④
一
般
登
山
道
。
⑤
岩
、沢
、雪
、

海
外
を
除
く
、
の
５
要
件
を
、
昭
文

社
刊
の
最
新
の
エ
リ
ア
マ
ッ
プ
ま
た

は
地
元
で
発
行
さ
れ
た
コ
ー
ス
タ
イ

ム
入
り
の
マ
ッ
プ
な
ど
で
確
認
出
来
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出
し
た
。
な
お
、
こ
こ
に
示
し
た
の

は
あ
く
ま
で
内
部
検
討
の
段
階
で
あ

る
こ
と
を
申
し
添
え
る
。

（
渡
邊
健
治
／
全
国
組
織
部
員
）

〇
遭
難
対
策
部

　

多
発
す
る
室
内
ジ
ム
で
の

　

墜
落
事
故

　

１１
、
１２
月
は
室
内
ジ
ム
で
の
事
故

が
２
件
発
生
し
た
。
１
件
は
、
１
・

５
ｍ
程
の
高
さ
か
ら
墜
落
し
胸
椎
圧

迫
骨
折
。
１
件
は
、
オ
ー
ト
ビ
レ
イ

器
の
付
け
忘
れ
に
よ
る
事
故
。
室
内

ジ
ム
も
休
業
期
間
が
あ
っ
た
が
、
全

事
故
件
数
は
１１
件
と
増
加
傾
向
に
あ

る
。
６
月
に
も
オ
ー
ト
ビ
レ
イ
器
の

セ
ッ
ト
ミ
ス
に
よ
り
腰
椎
破
裂
骨
折

が
あ
っ
た
。
各
施
設
も
対
策
を
講
じ

て
い
る
が
、
使
用
者
側
の
単
純
ミ
ス

が
原
因
の
事
故
は
避
け
て
い
た
だ
き

た
い
。

　

組
織
自
体
の
高
齢
化
が
進
ん
で
い

る
が
、
今
回
も
５０
代
以
上
の
事
故
者

は
、
全
体
の
９
割
に
達
し
た
。
７０
代

の
事
故
者
も
転
倒
・
滑
落
・
訓
練
で

５
名
。
原
因
と
し
て
は
転
倒
が
７
名

（
う
ち
６
名
女
性
）、
滑
落
３
名
。
ス

リ
ッ
プ
や
バ
ラ
ン
ス
を
崩
し
て
、
手

を
つ
い
た
り
、
足
を
捻
っ
た
り
の
体

勢
で
の
怪
我
が
３
名
。
今
回
は
、
北

海
道
で
冬
季
登
攀
の
事
故
や
下
山
後

に
気
付
い
た
凍
傷
事
故
も
２
件
発
生
。

積
雪
期
の
登
山
も
始
ま
っ
て
い
る
が
、

凍
傷
に
つ
い
て
は
、
登
山
中
に
手
袋

の
中
を
確
認
し
て
変
化
に
注
意
し
た

い
。
所
属
連
盟
は
、
京
都
３
名
、
奈

良
・
長
崎
が
２
名
、
他
県
連
は
１
名
。

単
純
な
ミ
ス
防
止
の
た
め
に
も
相
互

安
全
確
認
を
基
本
に
、
常
に
行
動
前

に
ダ
ブ
ル
チ
ェ
ッ
ク
を
心
が
け
ら
れ

た
い
。

（
石
川
昌
／
全
国
遭
難
対
策
部
長
）

12 月 3 日から 12 月 31 日までに届いた事故一報
事故発生日 地方連盟 年齢 性別 山名 山行形態 傷病名

1 11/01 岐阜 79 男 花房山 無雪期 滑落 ストックが落ち登山道
を滑落

腰椎椎体骨折

2 12/02 埼玉 72 女 秩父琴平 無雪期 転倒 落ち葉で道が見えず躓
く

膝靭帯損傷

3 11/15 京都 65 女 雪彦山 無雪期 体勢 鎖を握り滑り岩に当
たった

薬指第一関節骨折

4 11/28 北海道 41 男
カミホロカ
メットク

冬季登攀 落石
ハーケンが抜け補強中
に落石

肋骨・上腕骨折

5 12/20 徳島 64 女 袴腰岳 無雪期 転倒 木の根で転倒 左肘関節脱臼

6 12/02 滋賀 56 男 宮之浦岳 無雪期 体勢 スリップし足首を打撲 靭帯損傷

7 12/06 奈良 67 男 赤石ヶ岳 無雪期 転倒 スリップし転倒、足首
を打撲

靭帯損傷

8 12/06 愛知 35 女 霊仙山 無雪期 転倒 足を滑らせ転倒 右足首捻挫

9 11/18 千葉 60 女 室内ジム 人工壁 墜落 1.5m位から墜落 胸椎圧迫骨折
10 12/12 京都 70 女 釈迦岳 無雪期 転倒 小石に乗り転倒 左遠位端巣橈骨骨折
11 12/13 山梨 71 男 大峠 無雪期 滑落 路肩を踏み外す 腓骨骨折
12 12/02 福岡 66 男 宝満山 無雪期 体勢 バランスを崩して 左膝半月板損傷

13 12/13 茨城 65 男 籠岩 無雪期 滑落 高巻中に滑落 肋骨・腰椎突起ヒビ

14 12/05 京都 55 男 御在所岳 無雪期 墜落 アブミから転落 外傷性くも膜下出血

15 12/11 東京 51 男 室内ジム 人工壁 墜落 オートビレイの忘れ 手のひらのヒビ

16 12/13 奈良 71 女 蓬莱峡 訓練 転倒 足場の岩が崩れ転倒 左肩鎖骨骨折

17 12/13 静岡 60 男 鹿島槍ヶ岳 積雪期 凍傷 下山後気づく 凍傷

18 12/27 長崎 59 女 戸町岳 無雪期 転倒 足を滑らせ転倒 右外踝部剥離骨折

19 12/31 東京 59 男 権現岳 積雪期 凍傷 下山後気づく 凍傷２度

事故原因

30代 40代 50代 60代 70代 80代
男性
女性
合計

無雪期 積雪期 登攀 冬季登攀 人工壁 訓練

男性
女性
合計

墜落 転落 滑落 転倒 体勢 落石 凍傷
男性
女性
合計

30代 40代 50代 60代 70代 80代
男性
女性
合計

無雪期 積雪期 登攀 冬季登攀 人工壁 訓練

男性
女性
合計

墜落 転落 滑落 転倒 体勢 落石 凍傷
男性
女性
合計

30代 40代 50代 60代 70代 80代
男性
女性
合計

無雪期 積雪期 登攀 冬季登攀 人工壁 訓練

男性
女性
合計

墜落 転落 滑落 転倒 体勢 落石 凍傷
男性
女性
合計

事故一報の受領順で掲載
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この一年、コロナ禍という「山行自粛」も避けられない厳しい状況のなかでの昨年、労山創
立 60 周年を迎えることができた、あわせて本誌でも「労山創立 60 周年に寄せて」を連載
し、これまでの労山運動を支えた諸先輩の方々に 60 年の諸活動の累積を寄稿していただき
記録として伝える事ができました。今号でもって終了します。ご協力に感謝します（橋口）

登山の歴史・流れを止めるものは戦争である。同時に今流行しているコロナも
同じ。各労山組織で多面的な工夫で山行を続けている。我々登山団体の命は“山
行”である。山行しない登山団体は歴史を創れない。この戦争に打ち勝つ努力
と成果が 1 年後には出ることを期待したい。　　　　　　　　　　　　（田上）

コロナ・コロナで世の中がパニック状態で緊急事態宣言が発出されているにも
かかわらず、緊迫感・切迫感が希薄である。最近ごく近くで病院、高校、介護
施設のクラスターが連続発生し、一気に緊張感が迫った。コロナと共存、をご
都合解釈していないだろうか。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（小倉）

1 年前、新型コロナは対岸の火にも見えたのだったが、今日ではいかに感染を避けて
生き長らえることができるか、わが身に降りかかる大問題だ。無症状の感染者を見つ
ける検査と保護・隔離策の早急で十分な拡充を！　トリアージは許されない。（鈴木）

また一つ歳をとった。あと一つで、統計上も老人の仲間入り。世の中では、「老人
を敬え」といわれるが、それは経験が豊富で世の中の役に立つから。「あと 1 年し
かないが、そんな老人になりたい。しかし、なれるだろうか」と思うこの頃。（酒井）

ここ数年、山とは無縁の生活に。気持ちを切らさないために「山の本」に挑戦
することを新年の決意とした。『北岳山小屋物語』を書店に注文し、読み始める。
いままで簡便に利用してきた山小屋がいかに大変か思い知らされた。　　（塩田）

今月号はクマ特集を組んでみた。クマが人間や農作物に危害を加えたり、山で
クマに遭わないためとかクマに遭った時の対処法を想定された方には意外だっ
たと思うが、クマが他の動物の死がいを食べる「森の掃除屋」の習性を持って
いたりと興味深い記事だった。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（今野）

編集長　今野善伸
副編集長　橋口晴彦
編集　酒井正裕、田上千俊、渡辺明（進行）
校正　小倉迪夫、塩田善次郎、鈴木幹雄
DTP・デザイン　来住真太

3月号　No.553　2021年2月15日発行

発行人　浦添嘉徳
編集人　今野善伸
発　行　日本勤労者山岳連盟
〒 162-0814　東京都新宿区新小川町 5-24
TEL 03-3260-6331 メール jwaf@jwaf.jp
印　刷　株式会社 ウイング・コア

記
録
集
を
自
費
出
版
！

那須岳と白山を結ぶ
中央分水嶺を歩く  全 115 ルートの踏破

高見沢　賢司（山の会ながの） 著

A4 判／ 2019 年 9 月 8 日発行

　1980 年～ 2018 年の間、山を歩き続けてきた著
者が、山形県から滋賀県の山まで続く「中央分水
嶺」を意識し始めたのはここ数年という。登山道
ではない分水嶺や登山できない山（浅間山など）
もあるため完ぺきではないと謙遜するが、ほぼ完
歩してこの 300 ページ近い記録をまとめた。著者
によると、中央分水嶺を完歩した先達は記録では
2 名で、それ以外にも数名はいるそうだ。
　多くの山行が数名のテント泊。1998 年 10 月の那須連峰で強風に悩まされ、予定変更し
て幕営地以外でのテント泊になったと自戒する。2000 年 3 月の福島県と栃木県県境の荒
海山（1580m）では雪庇を踏み抜き、数十メートル流される。幸運にも深く埋没せず、同
行の二人に掘り出されて脱出。当時は長野県連盟遭対委員長であり、恥ずかしい限りと述
懐している。2006 年 11 月、浅間山の前衛峰・黒班山（2414m）は、親しい同行者 M 氏と「定
年後はどうしようか」などと語り合いながら下山したようだ。著者は退職後も中央分水嶺
トレースを伸ばすため、岐阜県・福井県への登山を継続中。「山の会ながの」（旧名称・長
野勤労者山の会）会員。 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（本誌・田上千俊）
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1949年東京都足立区生まれ、姉と妹に囲まれ
て育つ。工学院大学で山岳部に入部。岩・沢・
雪山の基本を学ぶ。卒業後、父親の勧めで墨田
区役所に入庁。11年前に定年退職したが、現
在も再雇用で働いている。妻と子供3人。杉並
山の会に所属。筆者は昨年初めて栗原氏と一緒
に山を歩いた。その際に「まだまだ歩けるな」
と感じた。古希を過ぎても尚、山も仕事も現役
の登山者である。

栗原英一さん

　

山
と
の
出
会
い
と

　

労
山
入
会
の
き
っ
か
け

　

最
初
の
山
登
り
は
中
学
生
の
時

だ
っ
た
。

　

大
学
卒
業
後
に
区
役
所
に
勤
務
す

る
よ
う
に
な
り
、
図
書
館
、
戸
籍
課
、

国
民
年
金
課
、
そ
し
て
「
人
生
は
さ

ま
ざ
ま
。
大
変
だ
ぁ
」
と
感
じ
た
生

活
保
護
課
と
、
各
部
署
で
働
い
た
。

休
暇
は
比
較
的
自
由
に
取
得
で
き
た

の
で
、
５
月
連
休
や
正
月
休
み
は
す

べ
て
山
登
り
と
い
う
生
活
が
何
年
も

続
い
た
そ
う
で
あ
る
。

　

１
９
８
１
年
に
パ
キ
ス
タ
ン
の
山

に
登
ろ
う
と
計
画
し
た
と
こ
ろ
、
入

山
に
は
「
日
本
を
代
表
す
る
よ
う
な

山
岳
団
体
の
推
薦
」
が
必
要
だ
と
い

う
こ
と
が
分
か
り
、労
山
加
盟
の「
杉

並
山
の
会
」に
入
会
し
た
。
入
会
後
、

会
長
を
２
期
務
め
る
。

　

２
０
１
０
年
、
都
連
盟
理
事
に
就
任

　

２
０
１
０
年
、
都
連
盟
が
主
催
し

て
奥
秩
父
で
行
わ
れ
た
沢
登
り
教
室

で
死
亡
事
故
が
発
生
し
た
。
そ
の
救

出
に
当
た
っ
た
埼
玉
県
防
災
ヘ
リ
が

墜
落
し
て
救
助
隊
員
５
名
が
死
亡

し
、
さ
ら
に
現
地
を
取
材
し
た
記
者

２
名
も
死
亡
す
る
と
い
う
山
岳
界
を

震
撼
さ
せ
る
事
態
と
な
っ
た
。

　

同
年
、
栗
原
さ
ん
は
「
い
つ
ま
で

も
の
ん
び
り
山
登
り
を
し
て
い
た

か
っ
た
が
、
他
の
会
の
様
子
も
知
り

た
い
」
と
い
う
気
持
ち
で
都
連
盟
の

理
事
と
な
り
、
そ
の
後
の
執
行
部
交

代
に
伴
っ
て
２
０
１
２
年
事
務
局
長

と
な
っ
た
。

　

心
情
は
「
ど
の
山
で
も
Ｏ
Ｋ
」

　
「
好
き
な
山
は
？
」
と
聞
く
と
「
自

分
の
好
き
な
特
別
の
山
は
あ
り
ま
せ

ん
。
誘
わ
れ
る
ま
ま
に
登
山
を
楽
し

ん
で
い
る
」と
返
っ
て
き
た
。
長
年
、

写
真
撮
影
が
趣
味
で
、
穂
高
を
テ
ー

マ
に
撮
っ
て
い
る
。
都
連
盟
活
動
の

ス
ナ
ッ
プ
写
真
の
多
く
が
彼
の
手
に

よ
っ
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
禍
が
終
息
す

れ
ば
「
黒
海
と
カ
ス
ピ
海
に
挟
ま
れ

た
カ
フ
カ
ス
山
脈
※
に
行
っ
て
み
た

い
。」
と
大
き
な
夢
を
語
る
彼
の
眼

は
限
り
な
く
穏
や
か
で
優
し
い
。

（
聞
き
手
・
田
上
千
俊
）

※
ロ
シ
ア
語
の
読
み
。
英
語
圏
で
は
コ
ー

カ
サ
ス
山
脈
と
い
う
。
ロ
シ
ア
・
ジ
ョ
ー

ジ
ア
・
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
・
ア
ル
メ

ニ
ア
の
４
か
国
に
ま
た
が
る
大
山
脈

で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
最
高
峰
の
エ
ル
ブ
ル

ス
山
５
６
４
２
ｍ
を
は
じ
め
、
４
千
ｍ

峰
２
２
座
、
５
千
ｍ
峰
７
座
を
抱
え
る
。

東
京
都
連
盟
の
事
務
局
長

穏
や
か
な
人
柄
、最
大
の
会
員
数
を
擁
す
る
連
盟
の
女
房
役
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道
が
多
い
里
山
で
の
現
在
地
推
測

【問題】
　左の地図は地理院地図
で、縮尺は 1：20000 です。
　次の説明文と、時系列に
沿った写真①～⑦から、⑦
の分岐の位置を推測してく
ださい。

【説明文】
A 瓜生山（地図東端の 301m のピーク）から歩

いてきた。
B 地図にある道からは一度も外れていない。
C 地図にある道は全て存在するが、若干のずれ

はある。また、それ以外にも道がある。
D 写真①～⑦は全て道の分岐である。
E 写真には、分岐の手前に 1 人、分岐した先の

道にそれぞれ 1 人、合計 3 人が写っている。
F 分岐は見逃していない。
G 全ての分岐は三叉路だった。
H 写真は概ね進行方向を向いて撮影した。

141

①急な下りが終わったところ。左へ進む。

②右にある白い看板が写真①の左奥にも写ってい
る。左へ進む。

④斜面をトラバースする道から尾根道に合流してす
ぐ。まっすぐ進む。

③広くて浅い谷。左へ。この直後、分岐が立て続け
に 3 つあった

⑤右へ進む。 34



【
解
説
】

　

里
山
で
は
地
図
に
な
い
道
も
多
い
。
そ

の
可
能
性
を
考
え
て
先
読
み
を
す
る
（
先

月
号
参
照
）
と
と
も
に
、
現
在
地
の
確
認

も
柔
軟
に
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

Ｂ
、
Ｃ
、
Ｆ
、
Ｇ
、
①
、
②
の
説
明
か

ら
、
①
も
②
も
元
の
地
図
上
で
は
瓜
生
山

の
す
ぐ
西
北
西
に
あ
る
十
字
路
で
あ
る
こ

と
が
推
測
で
き
る
。
実
際
に
は
解
説
地
図

の
よ
う
に
ほ
ん
の
少
し
場
所
が
ず
れ
て
い

て
、
①
の
右
の
道
は
―
で
示
し
た
尾
根
道

へ
つ
な
が
っ
て
い
る
。
こ
れ
ぐ
ら
い
の
誤

差
は
気
に
し
て
は
な
ら
な
い
。

　

③
が
谷
な
の
で
、
②
か
ら
南
西
に
下
る

谷
の
道
に
入
っ
た
こ
と
は
分
か
る
が
、
③

周
辺
が
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
写

真
か
ら
も
説
明
か
ら
も
は
っ
き
り
と
は
分

か
ら
な
い
。
し
か
し
、「
④
斜
面
を
ト
ラ

バ
ー
ス
す
る
道
」、「
尾
根
道
に
合
流
」
か

ら
、「
尾
根
道
に
合
流
」
し
た
場
所
に
な

り
う
る
の
は
ａ
し
か
な
く
、
④
の
場
所
も

確
定
で
き
る
。
こ
の
よ
う
に
、
途
中
で
現

在
地
が
分
か
ら
な
い
と
こ
ろ
が
あ
っ
て

も
、
そ
の
先
の
分
か
り
や
す
い
と
こ
ろ
で

再
度
現
在
地
を
確
認
で
き
れ
ば
良
い
と
い

う
割
り
切
り
も
、
実
際
の
山
歩
き
で
は
必

要
で
あ
る
。

　

⑤
の
写
真
を
見
る
と
、
左
の
道
は
よ
く

わ
か
ら
な
い
も
の
の
、
右
の
道
は
大
き
く

右
を
向
い
て
い
て
い
る
の
で
、
⑤
の
位
置

も
確
定
で
き
る
。

　

⑥
の
写
真
は
、ま
っ
す
ぐ
の
道
が
尾
根
、

右
の
道
が
尾
根
の
右
斜
面
を
下
っ
て
い
る

こ
と
、
⑥
か
ら
⑦
が
登
り
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
⑥
の
位
置
を
確
定
で
き
る
。

　

⑦
は
、
⑥
の
位
置
が
確
定
で
き
て
い
れ

ば
○
で
囲
っ
た
ピ
ー
ク
で
あ
る
こ
と
が
分

か
る
。
こ
こ
は
地
図
で
は
一
本
道
だ
が
、

―
で
示
し
た
よ
う
に
明
瞭
な
尾
根
が
の
び

て
い
る
の
で
、
そ
こ
に
道
が
あ
り
そ
う
だ

と
考
え
る
人
が
多
い
だ
ろ
う
。
実
際
に
そ

の
通
り
に
道
が
あ
る
。（
た
だ
し
広
大
な

私
有
地
が
あ
っ
て
ど
こ
に
も
抜
け
ら
れ

な
い
。）
ま
た
、
こ
の
場
所
で
道
が
大
き

く
左
に
曲
が
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
写
真

と
照
ら
し
合
わ
せ
て
も
想
像
が
つ
く
と
思

う
。
そ
の
よ
う
に
考
え
て
●
場
所
と
答
え

た
人
は
大
正
解
だ
。
し
か
し
、
当
然
の
こ

と
な
が
ら
違
う
可
能
性
も
あ
る
の
で
、
今

回
の
情
報
だ
け
で
決
め
つ
け
る
こ
と
は
で

き
な
い
。
現
地
に
い
れ
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
の

道
が
尾
根
で
あ
る
こ
と
と
、
そ
の
方
向
か

ら
確
定
で
き
る
。

　

写
真
①
は
３
人
と
も
尾
根
上
に
い
て
、

右
へ
下
る
尾
根
は
見
え
な
い
が
、
見
え
て

い
る
尾
根
が
左
に
曲
が
っ
て
い
る
こ
と
が

分
か
る
。

　

写
真
②
は
直
進
方
向
が
尾
根
道
、
左
の

道
は
尾
根
の
左
斜
面
へ
下
っ
て
行
く
の
が

分
か
る
。

　

写
真
③
は
改
め
て
見
て
も
よ
く
分
か
ら

な
い
し
、
場
所
も
わ
か
ら
な
い
が
、
こ
の

ル
ー
ト
を
通
っ
て
い
る
こ
と
を
否
定
す
る

情
報
は
な
い
。

　

写
真
④
の
直
進
方
向
は
尾
根
、
右
の
道

は
尾
根
の
右
斜
面
を
後
方
へ
向
か
う
道
で

特
徴
的
。

　

写
真
⑤
は
、
手
前
に
見
え
て
い
る
比
較

的
平
ら
で
ま
っ
す
ぐ
な
尾
根
道
も
特
徴

的
。

　

①
～
⑦
の
位
置
は
解
説
の
図
の
通
り
。

歩
い
た
ル
ー
ト
は
―
で
示
し
て
あ
る
。
ま

た
、
③
、
⑦
周
辺
に
は
お
お
よ
そ
―
で
示

し
た
よ
う
に
道
が
あ
る
。

【
答
え
】
解
説
図
の
⑦
の
○
で
囲
っ
た
場
所
。

●
の
場
所
を
指
摘
し
て
い
た
ら
大
正
解
。

⑥まっすぐ進む。301m のピークを出発してからこ
こまで、高度差 10m 以上あるような登りはなかっ
た。

⑦ ⑥から 3 分ほど登り、平らになったところ。
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朋
友
会
は
、
５３
年
前
の
１
９
６
８

年
に
新
日
本
体
育
連
盟
（
現
在
の
新

日
本
ス
ポ
ー
ツ
連
盟
）
が
開
催
し
た

宮
城
県
登
山
祭
典
を
機
に
結
成
さ
れ

た
。
仙
台
周
辺
居
住
の
会
員
で
構
成

さ
れ
て
い
る
が
、
仙
台
の
土
地
柄
で

転
勤
族
や
「
転
労
山
族
（
移
動
会
員
）」

が
多
く
、
当
地
に
居
つ
く
会
員
も
い

る
。

　

ほ
ぼ
若
者
集
団
で
あ
っ
た
会
は
、

「
安
く
楽
し
く
安
全
に
」
の
言
葉
通
り

に
、
オ
ー
ル
ラ
ウ
ン
ド
な
山
岳
会
へ

と
成
長
、
流
れ
の
中
で
、
岩
・
沢
や

ハ
イ
キ
ン
グ
の
会

な
ど
を
送
り
出
す

母
体
に
も
な
っ
て

き
た
。
設
立
以
来

の
前
半
は
50
人
規

模
の
「
仲
良
ほ
ん

わ
か
ク
ラ
ブ
」
で

あ
っ
た
が
、
後
半

は
百
人
規
模
で
、

会
費
納
入
が
滞
れ

ば
退
会
と
い
う

滑滑の大行沢沢教室

朋
友
会

朋
友
会  

宮
城
県
勤
労
者
山
岳
連
盟

宮
城
県
勤
労
者
山
岳
連
盟

「
規
律
的
」
な
会
運
営
を
行
っ
て
い
る
。

　

他
の
全
国
の
会
と
同
様
、
最
多
の
年

代
層
は
60
代
と
高
齢
化
し
た
が
、
会
員

の
山
に
登
る
意
欲
は
す
こ
ぶ
る
高
く
、

会
山
行
と
個
人
山
行
の
合
計
回
数
は
年

間
千
回
以
上
を
維
持
し
て
い
る
。
さ
す

が
に
、
テ
ン
ト
泊
は
稀
に
な
っ
た
が
、

東
北
の
山
々
を
中
心
に
岩
・
沢
・
冬
・

ス
キ
ー
・
小
屋
泊
縦
走
・
ハ
イ
ク
・
釣

り
・
キ
ノ
コ
・
山
菜
採
り
な
ど
の
山
行

や
ク
ラ
イ
ム
ジ
ム
で
の
練
習
な
ど
凄
ま

じ
い
も
の
が
あ
る
。
勢
い
余
っ
て
モ
ッ

ト
ー
の
「
安
全
」
に
赤
ラ
ン
プ
が
つ
き
、

3
年
連
続
で
捜
索
救
助
隊
や
ヘ
リ
出
動

事
故
を
起
こ
し
て
、
労
山
基
金
の
世
話

に
な
り
っ
ぱ
な
し
で
恐
縮
し
て
い
る
。

　

事
務
所
は
、
仙
台
市
の
市
民
活
動
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
事
務
ブ
ー
ス
を
こ

こ
数
年
借
り
て
き
た
が
、
期
間
制
限
か

ら
、
レ
タ
ー
ケ
ー
ス
と
ロ
ッ
カ
ー
の
み

を
借
り
て
代
用
し
て
い
る
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
の
対
応

　

昨
年
か
ら
の
コ
ロ
ナ
は
、
存
続
に
か

か
わ
る
大
課
題
で
あ
る
。
個
人
山
行
の

承
認
さ
え
で
き
れ
ば
会
の
存
在
意
義
は

あ
る
と
居
直
り
、
コ
ロ
ナ
に
向
き
あ
っ

て
い
る
。
月
一
の
例
会
や
運
営
会
議
は

ネ
ッ
ト
会
議
（
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
を
使
用
）
で

行
な
っ
て
い
る
。

　

山
岳
四
団
体
の
自
粛
声
明
に
対
し
て

は
、
県
内
の
山
や
東
北
近
辺
の
山
行
で

あ
れ
ば
、
訪
門
地
で
嫌
が
ら
れ
さ
え
し

な
け
れ
ば
、
山
行
ニ
ー
ズ
と
声
明
趣
旨

と
を
両
立
で
き
る
。
事
態
は
し
ば
ら
く

収
束
し
な
い
と
考
え
、
山
行
は
自
粛
＝

禁
止
す
る
の
で
は
な
く
、
感
染
防
止
に

十
分
配
慮
し
た
形
態
と
し
て
、
む
し
ろ

コ
ロ
ナ
禍
の
健
康
維
持
の
必
要
行
為
と

労山をつなぐネットワーク

25

創立 50 周年記念白馬
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ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
で

　
会
運
営
を
効
率
化

　

会
の
Ｈ
Ｐ
は
、
人
材
に
恵
ま
れ
、

自
慢
で
き
る
レ
ベ
ル
の
も
の
を
早
く

か
ら
立
上
げ
た
と
自
負
し
て
い
る
。

掲
載
し
た
Ｈ
Ｐ
写
真
は
２
０
０
１
年

立
ち
上
げ
か
ら
の
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
で

あ
り
、
２
０
１
０
年
度
に
全
国
連
盟

提
供
の
シ
ス
テ
ム
へ
の
移
行
を
目
指

し
て
い
る
。
一
般
募
集
行
事
や
入
会

希
望
者
の
多
く
は
こ
の
Ｈ
Ｐ
を
見
て

申
し
込
む
ケ
ー
ス
が
多
い
。
ま
た
、

会
報
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｙ
Ｏ
Ｕ
（
～
５
６
０
号
）

バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
や
資
料
も
Ｈ
Ｐ
に

収
納
し
て
き
た
。

　

コ
ロ
ナ
前
に
お
い
て
は
、
配
布
資

捉
え
て
き
た
。
個
人
山
行
を
可
と
し
、

会
山
行
は
人
数
的
に
対
策
不
能
と
考

え
て
当
面
中
止
し
、
マ
イ
カ
ー
乗
車

は
2
人
以
下
を
原
則
と
し
た
。
ま
た
、

沢
や
冬
山
の
単
独
や
チ
ャ
レ
ン
ジ
的

山
行
は
控
え
て
も
ら
っ
て
い
る
。

　

感
染
爆
発
中
の
2
月
現
在
、
当
然

な
が
ら
集
合
会
議
は
解
禁
で
き
て
い

な
い
。

料
や
会
報
は
、
紙
と
電
子
フ
ァ
イ
ル

で
あ
っ
た
が
、
コ
ロ
ナ
以
後
は
電
子

媒
体
の
み
を
め
ざ
し
て
い
る
。
会
内

連
絡
は
グ
ル
ー
プ
メ
ー
ル
（
Ｇ
Ｍ
）

を
い
く
つ
も
作
っ
て
運
用
し
て
い
た

が
、
電
子
媒
体
と
Ｇ
Ｍ
の
維
持
管
理

の
負
担
が
大
き
く
、
後
継
者
問
題
も

あ
る
。
こ
の
た
め
、
組
織
内
用
シ
ス

テ
ム
と
し
て
「
サ
イ
ボ
ウ
ズ　

チ
ー

ム
応
援
ラ
イ
セ
ン
ス
」（
年
間
９
９
０

０
円
・
3
０
０
ユ
ー
ザ
ー
可
）
を
昨

年
か
ら
導
入
し
た
。
今
年
１
月
か
ら

Ｇ
Ｍ
は
ほ
ぼ
廃
止
し
、
Ｈ
Ｐ
は
外
部

公
開
用
に
し
て
い
る
。
掲
載
し
た
「
サ

イ
ボ
ウ
ズ
」
ト
ッ
プ
画
面
か
ら
便
利

機
能
を
読
み
取
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

も
ち
ろ
ん
、
多
く
の
会
員
が
ま
だ

十
分
に
は
つ
い
て
こ
ら
れ
て
い
な
い
。

し
か
し
、
従
来
の
運
営
が
不
能
な
今
、

一
般
の
職
場
環
境
よ
り
先
進
的
シ
ス

テ
ム
を
山
登
り
活
動
で
会
得
で
き
る

な
ら
ば
、「
勿も

っ
け怪

の
幸
い
」
で
あ
る
。

会
員
間
の
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
飲
み
会
で
も
や

り
な
が
ら
、
使
い
こ
な
せ
る
よ
う
に

し
た
い
と
思
っ
て
い
る
こ
の
頃
で
あ

る
。

　
（
橋
田
明
良
／
朋
友
会
会
長
）

HP トップ画面（2001 年立ち上げ時）

「サイボウズ」トップ画面とフォルダ・リンク
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シラケ山山頂と浅間山遠望
天狗岩山頂

　

上
信
越
道
下
仁
田
Ｉ
Ｃ
よ
り
約
３０

分
の
旧
国
民
宿
舎
「
や
ま
び
こ
荘
」

前
を
道
な
り
に
１０
分
弱
進
む
と
駐
車

場
で
あ
る
。
タ
ル
ノ
沢
橋
手
前
が
登

山
口
で
、
５
分
く
ら
い
杉
林
の
中
を

登
る
と
沢
沿
い
の
道
と
な
る
。
沢
の

左
岸
を
気
持
ち
良
く
登
る
と
、
沢
水

が
な
く
な
っ
た
頃
に
二
俣
に
あ
る
避

難
小
屋
に
着
く
。
二
俣
か
ら
左
右
い

ず
れ
の
道
で
も
天
狗
岩
に
行
け
る

が
、
周
回
す
る
こ
と
を
考
え
る
と
右

の
「
ニ
リ
ン
ソ
ウ
群
生
地
」
を
経
由

し
た
ほ
う
が
良
い
。
二
俣
か
ら
急
登

に
な
り
ニ
リ
ン
ソ
ウ
群
生
地
を
経
て

コ
ル
を
経
由
し
、
再
度
急
斜
面
を
登

る
と
天
狗
岩
（
１
２
３
４
ｍ
）
に
出

る
。
天
狗
岩
山
頂
の
す
ぐ
先
に
展
望

台
が
あ
り
、南
牧
の
山
々
や
浅
間
山
、

荒
船
山
、
妙
義
山
な
ど
が
一
望
で
き

る
。
春
に
は
目
の
前
に
ド
ン
と
あ
る

「
シ
ラ
ケ
山
」
斜
面
の
ヤ
シ
オ
ツ
ツ

ジ
が
素
晴
ら
し
い
。

　
シ
ラ
ケ
山
は
ヤ
セ
尾
根
の
岩
稜

　

山
頂
に
戻
り
、
登
っ
て
来
た
方
向

と
反
対
に
下
る
。
最
初
の
分
岐
を
直

進
す
る
と
「
烏
帽
子
岳
」
方
面
の
標

識
が
出
て
く
る
。
や
や
下
り
気
味
に

道
な
り
に
進
む
と
、
二
俣
か
ら
の
道

に
合
流
す
る
。
西
に
向
か
い
、
登
り

気
味
の
ト
ラ
バ
ー
ス
す
る
道
を
そ
の

ま
ま
数
分
歩
く
と
、
登
り
上
げ
た
位

置
に
小
さ
な
標
識
で
「
シ
ラ
ケ
山
」

と
書
か
れ
た
分
岐
に
な
る
。
こ
れ
を

右
の
尾
根
に
向
か
っ
て
登
っ
て
行
け

ば
約
１０
分
で
「
シ
ラ
ケ
山
」
山
頂
に

着
く
。
山
名
の
い
わ
れ
は
「
開
け
山
」

つ
ま
り
稜
線
の
開
け
た
山
と
の
説
が

あ
る
。
と
て
も
展
望
の
良
い
所
で
、

先
程
い
た
「
天
狗
岩
展
望
台
」
が
真

下
に
見
え
る
。
こ
こ
か
ら
眺
め
る
周

辺
の
ヤ
シ
オ
ツ
ツ
ジ
も
見
応
え
が
あ

る
。
山
頂
は
あ
ま
り
広
く
な
い
の
と

岩
場
で
あ
る
の
で
要
注
意
だ
。
下
山

は
来
た
道
を
戻
る
の
が
良
い
。

　

烏
帽
子
岳
か
ら
の
ト
ラ
バ
ー
ス
道

に
乗
り
、
天
狗
岩
へ
の
分
岐
を
過
ぎ

る
と
、
す
ぐ
に
「
お
こ
も
り
岩
（
天

狗
の
洞
窟
）」
分
岐
に
な
る
。
数
分
で

「
お
こ
も
り
岩
」
に
行
け
る
の
で
、
立

ち
寄
っ
て
み
る
の
も
良
い
。
二
俣
ま

で
少
し
荒
れ
た
道
に
な
る
の
で
注
意

し
て
降
り
る
の
が
良
い
。

天
て ん ぐ い わ

狗岩～シラケ山 群　馬

4 月下旬のヤシオツツジとニリンソウ（〜 5 月初旬）
11 月中旬の紅葉が素晴らしい
西上州屈指の好展望の山

島田恭司
やまなみ／群馬

　 参考タイム　　交通　　温泉　　問い合わせ　　地形図時 交 温 問 地

温
交

時

問
地

天狗岩登山口＞ 30 分＞二俣＞ 20 分＞コル＞ 15 分＞天狗岩＞ 35 分
＞シラケ山＞ 20 分＞トラバース（横）道＞ 15 分＞おこもり岩分岐＞
5 分＞おこもり岩＞ 25 分＞二俣＞ 25 分＞天狗岩登山口
車利用に限る。上信越道下仁田 IC から登山口まで約 40 分。
やまびこ荘（上野村）0274-59-2027。道の駅は ｢ オアシス南牧 ｣ が便利
上野村役場 0274-59-2111
1：25000 十石峠

93

45

H

P

やまびこ荘

塩の沢峠へ

磐田神社

道の駅
オアシス南牧

湯ノ沢トンネル
旧林道

展望台

おこもり岩

0 500m

※シラケ山から下山時、山頂西からも下山できるが、下降点が若干わかりづらい（表示など無い）。日の長い季節ならば、シラケ山から
南牧村の烏帽子岳へ足を伸ばすのも良いが（往復3時間）、シラケ山から先は危険な岩稜になるので細心の注意が必要。駐車場はハイシー
ズンには満杯になり、路上駐車になることも多い。駐車場には簡易トイレがある。

天狗岩
（1234m）

避難小屋

ニリンソウ
群生地

烏帽子岳へ

シラケ山
（1274m）
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賴朝道と太閤道
石井光造

　

箱
根
の
白
銀
山
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て

い
な
い
。
箱
根
か
ら
こ
の
山
を
越
え
て

湯
河
原
へ
下
り
る
登
山
道
が
あ
っ
た
の

だ
が
、
白
銀
林
道
が
開
か
れ
、
自
動
車

専
用
の
箱
根
タ
ー
ン
パ
イ
ク
が
南
斜
面

を
横
切
る
と
、
山
越
え
の
登
山
道
を
歩

く
人
が
少
な
く
な
っ
た
よ
う
だ
。
登
山

道
は
旗
宿
か
ら
往
復
に
な
っ
て
い
る
。

　

梅
の
花
の
頃
に
よ
く
行
く
幕
山
と
同

じ
地
図
に
あ
る
白
銀
の
山
名
が
気
に

な
っ
て
い
た
。
タ
ー
ン
パ
イ
ク
を
タ
ク

シ
ー
利
用
で
見
当
を
付
け
て
降
り
、
登

山
道
を
見
つ
け
た
。
山
頂
近
く
に
太
閤

道
の
手
作
り
道
標
が
あ
り
、
秀
吉
が
小

田
原
攻
め
の
と
き
に
こ
の
山
を
越
え
た

と
あ
っ
た
。

　

タ
ー
ン
パ
イ
ク
か
ら
湯
河
原
へ
下
る

か
す
か
な
踏
跡
に
「
よ
り
と
も
道
」
の

手
作
り
道
標
が
あ
り
、
石
橋
山
の
合
戦

に
敗
れ
た
賴
朝
が
真
鶴
へ
下
り
、
房
総

へ
逃
げ
た
道
と
知
っ
た
。
歩
か
れ
て
い

な
い
道
は
踏
跡
か
す
か
で
完
全
に
ト

レ
ー
ス
で
き
ず
、
春
の
緑
が
優
し
い
防

火
帯
を
下
り
白
銀
林
道
に
下
り
た
（
右

写
真
）。
出
た
所
に
咲
い
て
い
た
キ
ブ
シ

の
か
ん
ざ
し
の
よ
う
な
花
に
春
を
感
じ

た
も
の
だ
っ
た
（
左
写
真
）。

vol.98

小さなところから描く

角ばったところをつくる

　今回は靴などの細かい部分のある物の描き方です。
　丁寧に描くのも一つの方法ですが、今回は物を面でとら
えて楽しく描く方法です。
　登山靴の写真をパソコンに取り込んでスケッチ風に加工
したものと私が描いたものを比べてみます。
　四角がつながっている小さい金具とかを描く
ことから、面を広げていくことをお勧めします。
　線が曲がっても消しゴムで消したりしないで、
同じものをたくさん描くといいでしょう。

線を角ばらせる
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関
八
州
見
晴
台
と
い
う
山
を
御

存
じ
で
し
ょ
う
か
？　

首
都
圏
の

ハ
イ
カ
ー
な
ら
、
そ
こ
そ
こ
知
ら

れ
て
い
る
埼
玉
県
・
奥
武
蔵
に
あ

る
人
気
の
山
で
す
。

　

こ
の
山
は
名
前
の
通
り
武
蔵
、

上
野
、
下
野
、
常
陸
、
下
総
、
上

総
、
安
房
、
相
模
の
八
国
が
見
渡

せ
る
と
い
う
も
の
、
現
代
な
ら
１

都
６
県
を
見
渡
す
「
７
都
県
見
晴

台
」
か
!?

　

広
い
山
頂
に
は
高
山
不
動
尊
の

奥
之
院
が
あ
り
、
山
頂
よ
り
下
２０

分
程
の
場
所
に
は
関
東
三
大
不
動

の
１
つ
高
山
不
動
尊
が
堂
々
と
鎮

座
し
て
い
ま
す
。（
ち
な
み
に
、
三

大
不
動
の
あ
と
２
つ
は
千
葉
の
成

田
と
東
京
の
高
幡
。
ど
ち
ら
も
賑

わ
っ
て
い
る
も
の
の
、
高
山
は
山

の
中
な
の
で
ハ
イ
カ
ー
の
他
、
若

干
の
観
光
客
が
来
る
の
み
で
す
。）

　

約
１
３
０
０
年
の
歴
史
を
も
つ

高
山
不
動
は
、
そ
の
昔
は
各
方
面

か
ら
参
拝
の
道
が
あ
り
ま
し
た
が
、

今
や
特
に
東
側
は
踏
み
跡
も
は
っ

き
り
し
な
い
道
が
何
本
か
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
大
き
な
山
へ

は
行
き
づ
ら
く
奥
武
蔵
の
人
気
の

な
い
山
の
コ
ー
ス
ば
か
り
に
毎
週

行
っ
て
い
る
と
い
う
Ｓ
女
史
に
そ

ん
な
事
を
電
話
で
聞
き
、
お
も
し

ろ
そ
う
と
一
緒
に
出
か
け
る
こ
と

と
な
っ
た
の
で
す
。

　

い
わ
ゆ
る
ハ
イ
グ
レ
ー
ド
ハ
イ

キ
ン
グ
と
か
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ハ

イ
キ
ン
グ
と
か
の
コ
ー
ス
で
、
地

形
図
を
見
な
が
ら
進
み
ま
す
。
１

箇
所
、
Ⅲ
級
（
岩
登
り
難
度
の
グ

レ
ー
ド
で
ハ
イ
カ
ー
に
は
キ
ケ

ン
！
）
程
度
の
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
ダ

ウ
ン
も
あ
り
緊
張
し
ま
し
た
。
も

ち
ろ
ん
山
頂
ま
で
登
山
者
に
は
会

い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

Ｓ
女
史
と
一
緒
に
山
に
行
く
の

は
確
か
十
数
年
ぶ
り
。
そ
の
と
き

は
冬
の
大
菩
薩
峠
の
山
小
屋
で
一

升
瓶
の
ワ
イ
ン
を
し
こ
た
ま
飲
ん

だ
記
憶
が
あ
り
ま
す
。

　

と
い
う
訳
で
、
私
は
山
頂
で
の

乾
杯
用
に
プ
ラ
テ
ィ
パ
ス
の
プ
ラ

テ
ィ
リ
ザ
ー
ブ
に
ス
コ
ッ
チ
ウ
イ

ス
キ
ー
を
入
れ
て
自
参
。
彼
女
も

私
と
同
様
に
考
え
て
い
た
よ
う
で

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
入
り
の
ジ
ン
ビ
ー

ム
（
バ
ー
ボ
ン
）
を
持
っ
て
来
た

の
で
あ
り
ま
し
た
。
打
ち
合
わ
せ

も
し
て
な
い
の
に
飲
ん
べ
え
は
考

え
る
事
が
同
じ
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

…
そ
れ
も
軽
量
化
し
て
。

　

山
で
飲
み
過
ぎ
ち
ゃ
ダ
メ
で
す
。

こ
の
山
は
最
悪
、
ほ
と
ん
ど
車
道

で
も
帰
れ
ま
す
が
、
く
れ
ぐ
れ
も

御
注
意
を
！　

今
や
下
山
し
て
の

居
酒
屋
の
方
が
ヤ
バ
イ
…
か
も
ね
。

プラティパス
VS

ペットボトル

230

元カモシカスポーツ本店店長

広い山頂での展望もすばらしいが、直下
の道も開けていて気持ちがいい。

写真 1
関八州見晴台山頂直下の登山道

山中にこんな大きな建物が！と感動する
ことまちがいなし。不動尊下の大イチョ
ウも一見に価する。

高山不動尊

左が旧、右が新カラーだ
が内容的には同じ。元々
は空気を抜きワインを長
期間おいしく保存するた
めの容器だが、私はテン
ト山行などにウイスキー
を入れて持って行く。容
量 750 ～ 800 ㎖、重量
24 ｇ、￥1,400

プラティパス（U.S.A）
プラティリザーブ

左はジンロだが、このタイプ
は日本では未発売と思う。右
がジンビームで、コンビニ等
で入手可能だ。内容量200㎖、
総重量 220 ｇ、￥420 程

ペットボトル入の
アルコール飲料
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